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(1)学部研究テーマ設定に当たって

①　これまでの研究の成果と課題

～関係機関と連携した取組は教育的ニーズにこたえるために有効である｡ ～

小学部では,前次研究の｢一人一人の子どもを中心とした連携システムの構築｣において,関

係機関での取組や目標などを知るためのツールである｢つなぎシート｣を用いた関係機関との情

報交換や,支援関係者が　一堂に会する｢つなぎミーティング｣を行った｡また, ｢専門家と連携

した授業づくり｣では, ｢感覚運動の指導｣において,作業療法士と協働した授業づくりに取り

組み, ｢感覚運動の指導｣におけるアセスメントや授業,評価を作業療法士や保護者と協働して

行った｡これらの実践から,次のようなことが明らかとなった｡

【成　果】

･　教育的ニーズを導き出す際は,関係機関を含めた複数の視点で子どもの状態像をとらえ

ることや,学校及び家庭のみならず,関係機関のニーズや取組内容などを把握することが

重要である｡

･　教育的ニーズにこたえるためには,日々の授業の充実が不可欠であり,日々の授業を大

切にしていく必要性がある｡

･関係機関と連携した取組を行うことは,教育的ニーズにこたえる有効な手段の一つである｡

【課　題】

･研究で得た成果を生かし,実践の場を更に広げ,多様な教育的ニーズにこたえる授業づ

くりを追求,実践していく必要がある｡

②　個別の指導計画を活用した授業づくりの成果と課題

～ ｢コミュニケーション,社会性･集団参加｣領域の課題が明らかになる｡ ～

本校では,平成15年度から個別の指導計画を活用した授業を実践してきた｡子どもの豊かな牛

活が実現するためには生活全般を指導していくことが大切であると考え,豊かな生活につながる

力を, ｢身辺処理｣, ｢健康･安全･体力｣, ｢コミュニケーション｣, ｢言語･数量｣, ｢余暇活動｣,

｢社会性･集団参加｣, ｢家庭生活｣, ｢地域生活｣, ｢職業生活｣の9領域に分け,それぞれの領

域ごとに教育的ニーズを設定し,実践,評価を行った｡平成16年度からは7領域に変更し,個別

の教育支援計画として,保護者,関係機関との連携を図りながら課題の解決に向けて実践すると

ともに,その中の学校で行うべき内容は個別の指導計画として,教育的ニーズに対応した実践を

行っている｡昨年度までの取組を検証してみたときに,具体的に以下のような成果と課題が明ら

かになった｡
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【成　果】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

･　学校生活においては,具体的な指導場面を設定し,個人-のアプローチを中心とした指導

を行うことで教育的ニーズにこたえることができた｡

【課　題】

･､集団でのアプローチが有効であろうと思われる教育的ニーズ(例えば, ｢友達-のかかわ
義)

りを広げること｣や｢集団遊びにおいてルールを守りながら遊ぶこと｣など)に対して,集

団における指導場面を設定して実践したが,その場面は機会利用型であったり,一定期間の

授業や単元･題材においてであったりすることが多く,計画的,継続的に設定,実践するこ

とは難しかった｡

･学校で有効であった手立てや支援を,家庭や地域生活に十分に広げることができなかった｡

③　子どもの実態,保護者,教師のニーズ

【子どもの実態から】

小学部の子どもたちの実態を見てみると,例えば音声言語を有していないAさんは指きしや発

声などで自分の気持ちを伝えることができるが,自分の思っていることを十分に伝えることがで

きずに,大きな声を出して泣くこともある｡ Bさんは,友達や教師と簡単な日常会話をすること

ができるが,自分のいすに友達が間違って座っているときに, ｢どいて｣と言うことができずに

友達を押しのけてしまうことがある｡ Cさんは,友達と一緒にごっこ遊びを楽しむことができる

が,ルールを守ることが難しく,自分が鬼になるとすぐに怒ってしまう｡ Dさんの保護者からは,

｢うちの子どもは,休日の家での遊びが決まっている｡レパートリーが少ない｡飽きてしまうと

家の中をうろうろしているので,家での過ごし方を広げたり兄弟で遊んだりしてほしいのだが｣

との相談がある｡

このような子どもたちの様子は,学校のみならず,家庭や関係機関でも同様の場面が見られる

ことが｢つなぎシート｣や｢つなぎミーティング｣において報告されている｡これらの場面では,

いずれも自分以外の人が存在しており,人と共に過ごす中で挙げられている課題である｡つまり,

周りの人と共に過ごす力が十分に高まっていないことが深く関与しているという特徴があると言

える｡

【社会性へのアプローチの必要性から】

子どもたちの実態から｢人と共に過ごす｣中での課題が見られているが,そのような社会性の

面は個人的な学習能力だけで身に付いたり,自然に獲得したりすることは難しい｡社会性それ自

体が対人関係を基礎にして成立しているため,意思の伝達,相互伝達などのコミュニケーション,

人を受け入れて活動の場を共有したり,一緒に行動したりしようとする態度や決まりを守りなが

ら生活しようとする力など集団での適応能力が求められ,さらに,常に変化していく環境-の対

応も必要となってくる｡

子どもたちが人とかかわるときは,周囲の環境との相互作用があり,その中でつまずきが生じ

ることがある｡このことは,かかわりの対象との関係の中で子どもの伸びを支えていく視点が必

要であることを示唆している｡そして,望ましい社会性は教育によって意図的に取り扱うことで,

より効率的に培われるのではないかと考える｡
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【自立活動との関連から】

小学部の子どもたちを社会性の育ちという視点から見てみると,例えば友達と一緒に｢ヒーロー

ごっこ｣をして遊びたいが,遊んでいるうちに,力のコントロールができずに強く相手をたたいて

しまってけんかになったり,パソコンで遊んでいる友達を無理やり遊びに誘って嫌がられたりする

など,適切なかかわりができにくいことや,ルールの理解が難しいなど種々の困難が見られている｡

わたしたちは,これまでもこのような子どもたちの社会性における課題について,様々なアプロー

チを行ってきた｡しかし,それは子どもの学校生活全般において,それぞれの担任が個別的な対応

をすることが多く,すべての教師が課題を共有しながら共通した指導や支援をするというものでは

なかった｡これQt,上述したように社会性における課題が常に変化している集団場面という環境に

おいて起こっているため,取り扱うことが難しいからである｡

そこで,知的障害のある子どもたちが社会の中で自分のよさやもてる力を発揮しながら｢人と共

に豊かな時を過ごす｣ことができるようになるためには,必要な知識や技術,態度などを培う場面

を,自立活動の中で計画的,継続的に設定し,それを支援関係者が共有し,日常化する必要がある

と考えた｡

(2)テーマについて

よさやもてるカを発揮する子どもを目指した自立活動の授業づくり

～ ｢人と共に豊かな時を過ごす力｣を高めるために～

①　｢よさやもてる力を生かした自立活動の授業づくり｣とは

これまでわたしたちは,個別の指導計画に基づいて学校の教育活動全体を通して｢自立活動の

指導｣を行うとともに,必要に応じて個別に｢自立活動の時間における指導｣を行ってきた｡し

かし,自立活動の授業をより効果的に行うには,子どもたちのよさやもてる力を生かした｢自立

活動の時間における指導｣を設定し,子どもたちの課題である社会性に焦点を当てた取組をして

いくことが大切であると考えた｡このことで, ｢人と共に豊かな時を過ごす｣ために必要な知識

や技能,態度などを培うことに,計画的,継続的に取り組むことができるのではないかと考えた｡

また, ｢自立活動の時間を設けて指導を行う場合は,個々の幼児児童生徒の障害の状態等を

十分考慮し,個別の指導計画に基づいて,個人あるいは小集団で指導を行うなど,効果的な指導

を進めることが大切である｡｣ (学習指導要領解説一自立活動編-平成11年3月)とあるように,
《

子どもたちの教育的ニーズを分析し,適切なグルーピングに構成した小集団で授業を行うこと

で,より目標に迫ることができると考えた｡

② ｢人と共に豊かな時を過ごすカ｣とは

では, ｢人と共に豊かな時を過ごす力｣とはどういうことであろうか｡これを明らかにするに

当たって,対人関係面と社会性の側面から見てみる｡なぜなら,いずれの場においても,そこに

は必ず人との関係(個人対個人,個人対集団)が存在するからである｡対人関係能力について,

鯨岡(2005)は, ｢人がものとの関係ではなく,人との関係を持つことができること｣と定義し

ている｡社会性について, -松(2002)は, ｢個人が存在する社会の中にあるルールやふるまい

方を身に付け,自分らしく生きていくこと｣と定義している｡これらの定義を踏まえて,わたし

たちは, ｢人と共に豊かな時を過ごす力｣は, ｢人との関係をもつこと｣と, ｢その中で,自分の
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よさやもてる力を発揮すること｣の両面性があると考えた｡具体的には, ｢人との関係をもつこ
1

と｣とは,自分の気持ちを相手に伝えたり相手の思いを受け止めたりすること,人と一緒に行う

活動を広げること,生活の中にある決まりに気付き,守ろうとすることなどである｡また, ｢そ

の中で,自分のよさやもてる力を発揮すること｣とは,学校,家庭,地域社会の人と,状況に応

じたかかわりを展開しながら充実した生活を送ることである｡

以上のことから, ｢人と共に豊かな時を過ごす力｣を次のように定義した｡

沖｢人と共に豊かな時を過ごす力｣とは

｢子どもが周りの人と関係をもちながら,自分のよさやもてる力を発揮して,状況に応じた

かかわりを展開する力｣

2　研究目的

自立活動において,子どもが自分のよさやもてる力を生かし, ｢人と共に豊かな時を過ごす力｣

を高めるための有効な授業づくりの在り方や手立てを明らかにする｡

3　研究仮説

教育的ニーズにこたえるために,自立活動の時間における精薄｢にじいろタイム｣を設定し,秦

庭や地域生活-の広がりを視野に入れた指導プログラムを計画･実施･評価･改善することによ

り,子どもは周りの人と関係をもちながら自分のよさやもてる力を発揮し,人と共に豊かな時を過

ごすことができる｡

4　研究内容

研究内容1｢にじいろタイム｣において,家庭.関係機関との支援体制を生かした授業づ 

くりをする○ 

研究内容2｢にじいろタイム｣において,子どもが自分のよさやもてる力を生かすための 

具体的な指導及び支援方法を明らかにする○ 

研究内容3学校,家庭,地域生活において,子どもが自分のよさやもてる力を発揮する 

ための手立てを明らかにする○ 
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5　研究方法

基礎研究 唳[hﾊ8ﾊHｸb�

･先進実施機関の視察 
･ソーシャルスキルチェックリスト等の情報収集 

･行動観察 
･基礎理論の学部ミーティング 

実践研究 �(齷zx,ﾈ+ﾘ-�,ﾄﾄH轌;�7h8ﾘ4�8�8�6�4h6(4�8ｨ5�6z2�

(ソーシャルスキル)※の実施(担任,保護者) 
･S-M社会生活能力検査の実施 
･コミュニケーションに関するアンケート(保護者 

用)の実施 
･教育的ニーズの集約及び分類.分析 
･教育的ニーズによるグルーピング 
･個人プログラムの作成 
･グループごとの指導計画の作成 
･授業の実施及び評価 
･授業ミーティングの実施 

検証.まとめ 唸ﾗ9:隰���

･チェックリストの再実施(担任,保護者) 

･S-M社会生活能力検査の再実施 
･コミュニケーションに関するアンケート(保護者 

局)の再実施 
･学部ミーティングの実施 

平成17年
4月へ10月

学部全体

平成17年11月
(

平成18年10月

学部全体
グループ担当者
担任

平成18年10月
〈

平成19年1月
学部全体
グループ担当者
担任

※　以下｢チェックリスト｣とする｡

-　　園

(1)研究テーマと研究内容の関連について

学部研究テーマに迫るために,各研究内容を図1のように位置付ける｡

7--マ 凾謔ｳやもてる力を発揮する子どもを目指した自立活動の授業づくり 劔��
～｢人と共に豊かな時を過ごす力｣を高めるために～ 

-｢子吉 
【研究内容1】 � ��侈Hｸi>�vS(�｢� ��侈Hｸi>�vS8�｢���
｢にじいろタイム｣にお 劒(,�+h*(.ｸ5�488�8,�*��乂xﾕ｢ﾈ彿.ｲﾉ&闔i�hｨ�,�*��

いて,家庭.関係機関と 劍*(,Bﾈ��,x.�*ｨ齷Zｨ,ﾈ.h+2��*(,Bﾈ��,x.�*ｨ齷Zｨ,ﾈ.h+2�
の支援体制を生かした授 劍.(.�,H.處ﾘ/��h*�+x+ﾘ-�,ﾂ��.(.�,H.處ﾘ/�Jﾘｯh+x.�+ﾘ-��
業づくりをする｡ 劍ｾ��ﾉ4�,育y;�ｷ�-�辷�_ｹd��/�k�.x*�,�+x.��� �,ﾈ詹zx,H/�k�.x*�,�+x.薬�

学部全体 劍ｦX4�8ｸ�ｸ7b�(*�-�+8-ﾊ:(-�+Z:(,ﾘ,�2��

図1　研究内容の関連図
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(2)研究内容1について

研究内容1　｢にじいろタイム｣において,家庭･関係機関との支援体制を生かした授業

づくりをする｡

①　｢にじいろタイム｣の設定に当たって

ア　集団-のアプローチが有効な教育的ニーズに対する計画的,継続的な取組をしたい!

本校では,これまでも日常生活の指導や生活単元学習,教科等の指導を含めて,学校の教

育活動を通して基本的な生活習慣や,社会適応に必要とされる知識,技能についての指導を

行ってきた｡しかし,先述の個別の指導計画の取組の成果と課題に挙げたように, ｢コミュ

ニケーション｣ , ｢社会性･集団参加｣の課題は他の領域に比べて取組が機会利用型であっ

たり,適切な集団構成ができなかったりしたため,指導する機会が少なく取り組みにくい状

況があった｡

子どもたちの｢コミュニケーション｣, ｢社会性･集団参加｣面における育ちは,対象を

個人とするだけでなく,集団におくことで期待できることも多いと考えられる｡例えば, ｢友

達-のかかわりを広げること｣や｢集団遊びにおいてルールを守りながら遊ぶこと｣などの

教育的ニーズに対しては,従来の個人-のアプローチに加え,集団を対象にして計画的,紘

続的に指導を行うことがより有効であると考えられる｡また,これまでは学級集団における

指導が主であったが,子どもの教育的ニーズを基にした縦割りのグループを形成し,指馨を

行うことも有効な方法ではないかと考えた｡

これらのことから, ｢人と共に豊かな時を過ごす力｣を高める授業を自立活動の取組とし

て｢にじいろタイム｣と設定し,子どもの教育的ニーズを基にしたグループを編成し,計画

的,継続的に実践することにした｡

イ　家庭や地域生活に十分に応用するための授業づくりをしたい!

｢コミュニケーション｣, ｢社会性･集団参加｣の領域は,学校生活場面のみならず,あら

ゆる生活場面において常に関連するものである｡このことは,学校や家庭,関係機関を含め

た地域生活の密接な連携の重要性を示唆していると言える｡そこで, ｢にじいろタイム｣に

おいては,学校で取り組んだことが家庭や地域生活において生かされるようにしていくこと

が重要であると言える｡

具体的には, ｢コミュニケーション｣, ｢社会性･集団参加｣の領域における取組として,

他の生活場面での実践(目標や手立てなど)も入れた個人プログラムを作成し,自立活動と

して取り組むことにした｡そうすることで,場面や人が変わっても自分のよさやもてる力を

発揮できる有効な手立て等を明らかにすることができ,結果として,場面や人が変わる家庭

や地域生活などでも生かすことにつながると考えた｡

②　｢にじいろタイム｣授業づくりの基本的な考え方

まず,わたしたちは, KJ法を応用した手法を用いて,個別の指導計画の｢コミュニケ-シ

ション｣, ｢社会性･集団参加｣の領域における教育的ニーズを集約･分類した｡さらに,そ

の教育的ニーズの背景等を分析,､共通理解するために,学部ミーティングを行った｡その結果

以下に示す三つのグループを作り,指導を行うことにした(図2)｡

-30-



(一部を抜粋)i教育的ニーズ1 

○｢コミュニケーション｣ 劔 

･必要な要求を音声言語で伝えることができる○ 劔 

･簡単な身振りや指さしによる要求の伝達をする○ 劔 

･サイン,写真,絵カードなどを通して自分の意思を伝えることができる○ 劔 

○｢社会性,集団参加｣ 劔 
･友達からの誘い掛けに応じたり自分から誘い掛けたりして,自分から集団の 劔 

中で活動することができる○ 劔 
･集団での約束やルールを守って行動する○ 劔 

･野球等のルールのあるゲームをすることができる｡ 劔 

･物を介して友達と遊ぶことができる○ 

i 

1｢人と共に豊かな時を過ごす力｣に関する教育的ニーズの集約〃分類1 

葛1 

Iグルーピングi Iii 

おひさまグループ �-�+X4�8ｸ�ｸ7b� �,ﾘ,�4�8ｸ�ｸ7b�

【ねらい】 ･人に受け入れられる安心感 をもちながら.集団で楽しく ゲームをすることができるよ ���,ｸ.x*(�｢� ���,ｸ.x*(�｢�･言葉.身振り.絵.文字カードなど ��･絵カードやサイン.音 

を用いて.劇遊びの中で適切なかかわ ��声表出言語などにより自 
りを演じることができるようにする｡ ��分の要求や思いを伝えた 

うにする○ 唸ｻ8踪.)ti$(,ﾈ�ｵｨ/�ﾊ�+ﾘ.�:ﾈ*(+ﾘ.�+X,Bﾂ� �.に�ｨ訷,ﾉwhｸ�.(輊*(/��
･集団で楽しくゲームするた ��ｨ訷,ﾄ俥ﾙ�(/�yﾘ��+X+ﾙ�陌�/�+X+ﾘ.な�&2� 假8*��-�+ﾘ.�,X*ｸ.�.h*B�

めに,必要なルールや約束を 守るようにする○ �,ﾉ(h,X,ﾈ齷Zｩo�ｨH/��8�+X,Hｨ�:�+r�.�.h*H,�+x.��ｲ� �,�+x.薬�

図2　授業づくりの視点
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写真1　かかわり合う子どもたち

｢ブランコ　おしてあげるよ｣

尊f _LI-P: ��｢�����(���ﾘ����ｨ�械�凵� 

∴置`t-,∵ 剩�｢�う㌢ 

千.ヽ∴∴ 憑-,i:㌔-A, 劍�2�

_∴ ��ﾈ�ﾂﾒ��"��&��ﾂ�� 

●喜` 剪��ﾒ�

｢∴享∴∴ ヽ 

滋,言I t.千 �� 凵� 

`詐-..., 停｢rﾂﾂv池r�

写真2　かかわり合う子どもたち

｢このジュースおいしいね｣
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③　授業づくりの流れ

計 画 劍t�4�5ｨ5�8�986uｸﾌ)¥ｨ,ﾈｻ8支辷ｬ佗h柯ﾟI.��

･チェックリスト 唸攣��,ﾈ�o��

･S-M社会生活能力検査 �6ｨ�ｸ5�,ﾉZｩ�ﾒ�

･コミュニケーションに関するアンケート 唳]ｸﾎﾈ�(,hｺi:ﾘ+X,H���Bﾈ6ｨ�ｸ5��

(保護着用) �,ﾉF8環�
･個別の教育支援計画の教育的ニーズの集約 唸ｭhﾅxｴ�ｭh*�.x,ﾈ6ｨ�ｸ5�,ﾉF8環�

･保護者-の説明と同意 

土工"関係機関への闘志 

②学部ミーティング[個別の指導計画作成]全 
･グルーピング(Il期以降は前期プログラ 唸攣�なｻ8孜4�6ｨ�ｸ5�,ﾉZｩ�ﾙ�ﾂ�

( 劍8�,ﾉUﾘ廁/��8*�,H4�8ｸ�ｸ7�984�,ﾈﾊ�+ﾈ+R��･指導目標設定指 

P 劒XｦX4�8ｸ�ｸ7H,ﾈ攣�姐�-�ｨ�:�>�vX,ﾈｺI,ｩyﾘ��韶越x,H,ﾈﾉ�:);��
･グルーピング及び担当教員の決定.目標,手立てを保護者に提示計 

エー±画 
③グループミーティング 
･プログラムの評価を受けて活動内容を設定 白紕粐�
.)〟 ･グル-プ年間指導計画作成 

'個人フログラム作成ね 

i?謀議誌藷酪器誓 
プログラム1(H18/1-3) 凵_ 

プログラムⅡ(H18/5-6) 

実 践 D 請 ��㌢誉現今6回枠岩盤 
改 圭 一二つ A エツ 們��H,ﾈﾜIF9/bﾉmｩUx,ﾈﾜI�ﾙ.��詹zx,H,ﾈﾜHﾉ�:"�]ｸﾎﾈ�"ﾈｭhﾅxｴ�ｭh,h,ﾈ�饑���ﾆr�

フ1二 ･プログラムU)取組 前後にグル-プで手立て等生活場面の実践 の共通理解を行う｡(応用場面) � 

(資料交換.ミーティング) ･教育的ニーズを受けてグルー ピングの見直し ･プログラムの個人目標見直し ･関係機関との情報交換 ･個別の指導計画の評価及び 

②授業 
保護者が参加及び参観する｡,個人プログラム ③授業評価(応用場面の設定, 

･各グループの活動内容及手立て,評価) びミーティングを行う○ (授業vTRを用いて) ④授業改善 

教育的ニーズの決定 

クリストの再評価 
･各グループでの指導計画.活動計画.具体的指導 

及び支援o)方法の評価 剳2ﾔﾘ��檠�hｨ右ﾉ|ﾘﾉ��,ﾈﾜIUﾘ幵�

価 ��･個人プログラムの評価(各グループで行い,他の 劍5(7�8X6ｨ5��ｸ5h8x98,亊h+x.�4�985��ｸ6r�

C ��生活場面の目標については担任が評価をする) 剪云ｸﾎﾉ(Yw��,ﾈﾜH��邊�

･学部ミーティング 

[個別の指導計画の評価] �..iM.A j● 

個人目標の評価(担任及びグループの担当者) 
手立ての評価 剪�

[個別の教育支援計画の評価] 
保護者と協働で評価.関係機関と情報連携 

図3　　家庭,関係機関との連携した授業づくり
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(3)研究内容2 ･研究内容3について

研究内容2　｢にじいろタイム｣において,子どもが自分のよさやもてる力を生かすため

の具体的な指導及び支援方法を明らかにする｡

｢自分のよさやもてる力を生かした具体的な指導及び支援方法｣とはどのようなものだろうか｡

小学部では,研究内容1で述べたように,自立活動の時間における指導として｢にじいろタイム｣

を設定し,教育的ニーズに応じた三つのグループ(おひさまグループ,ほしグループ,はなグルー

プ)を編成した｡そして,各グループの実践の中で,一人一人に応じた指導及び支援方法を具体

的に明らかにすることにした｡各グループでは,以下の五つの項目について基本的な考え方を明

確にした上で実践を進めていくことにした｡

(1)学習集団について 

(2)グループのねらい 

(3)活動設定について 

(4)指導及び支援の手立てについて 

(5)指導プログラムについて 

さらに,各グループでは二つの実践例を通して,一人一人の子どものよさやもてる力を生か

すための具体的な手立て(学習環境と働き掛け)について明らかにすることにした｡

研究内容3学校,家庭,地域生活において,子どもが自分のよさやもてる力を発擢する 

ための手立てを明らかにするo 

子どもたちが｢にじいろタイム｣で獲得した力を,学校での｢にじいろタイム｣以外の場面,

家庭や地域生活において発揮するためには,どのような手立てがあるのだろうか｡

小学部では,子どもが自分のよさやもてる力を学校,家庭,地域生活において発揮する場面を

｢応用場面｣として,にじいろタイムの個人プログラムの中にそれぞれに設定して取り組むこと

にした｡その手立てについて次の三つの点に配慮しながら,各グループの実践例を通して明らか

にすることにした｡

･学級での様子や｢にじいろタイム｣以外の休み時間の様子などの実践について,学部ミ- 

テイング等で情報交換をする○ 

･家庭や関係機関での様子について,担任,家庭,関係機関同士の情報交換をする○ 

･家庭での様子について保護者-アンケートを行う○ 

以下,グループの基本的な考え方と実践例(二つの実践例)を｢おひさまグループ｣, ｢ほし

グループ｣, ｢はなグループ｣の順に述べる｡
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｢おひさまグループ｣

1　おひさまグループの考え方について

(1)学習集団について

子どもたちの様子を見てみると,友達と一緒に活動したい,楽しく遊びたいという思いはある

ものの,自分の気持ちに添わないと相手に向かう,集団活動から離れて自分の好きな活動をする,

場のルールを守って活動することが難しいなど,他者の存在が大きく関与する集団活動場面にお

いて苦戦している状況が伺える｡本グループの子どもたちの教育的ニーズは｢ルールや約束事を

守って活動する｣ ｢集団の中で活動する｣と大きく2つに集約できる｡

わたしたちはまず,一人一人の教育的ニーズの背景を共通理解し,指導及び支援の手立てを明

らかにするために学部でミーティングを行った｡その結果,例えば同じ｢ルールや約束事を守っ

て活動する｣という教育的ニーズでも,･その背景や原因は子どもによって異なっていることが明

らかとなった(表1)｡

表1　｢ルールや約束事を守って行動する｣という教育的ニーズのある子どもたちの背景分析

教育的ニーズ 倬�;b�集団場面における行動上の問題 ��I�ｨ+8.ｨ.侏H獣�

｢ルールや約 束事を守って 活動する｣ ��ｸ髓�･自分の気持ちに添わないと,相手に向 唳7ｸ,�+ﾘ,h*ｸ,鎚,x*H.(,�,H齷Zｨ,ﾈｴ8鰓�かう○ �+�/��yﾘ+X+ﾘ.x*(*(,ﾈ*兒ｨ*�.x,�*&��

△児 售�MH,�,�.x,�*(,hｴ8*ｨﾜ�-ﾈ+�,�7ｸ,�,B�1番になることは絶対に良いことだと 

遊びが成立しなくなるo �*(*H輊*(*ｨ*�.��ｲ�

□児 唸�&8ｨ�:�*�.yz8.ｨ,H齷Zｨ,ﾈﾔH*ｸ,�+�,b�･集団活動のルールを理解することが難 

を始める｡ �+X*ﾒﾈ巉/�+X+ﾘ.y|x*(,ﾈ*兒ｨ*�.x,�**��X�&8ｨ�:�/�+x.�+�,h*ｨｾｨ薰噂�ｸ+x.���8ｻYyﾘ��,ﾈﾚ)>��ｸ,�,r薬�

(2)ねらい

本グループの子どもたちは,自立活動の内容の｢心理的な安定(情緒の安定,対人関係の基礎

に関すること)｣及び｢コミュニケーション(コミュニケーションの基礎的能力に関すること,

言語の受容に関すること,状況に応じたコミュニケーションに関すること)｣に中心的な課顔が

ある｡このことに, ｢友達や教師にかかわることを好む｣ ｢友達や教師と遊ぶことを好む｣ ｢ルー

ルが分かり,興味･関心のある内容であれば積極的に活動できる｣ ｢日常生活における簡単な音

声言語を理解したり発信したりすることができる｣などの子どものよさやもてる力も踏まえて,

集団ゲームを中心とした活動を設定し,教育的ニーズにアプローチしていくことにした｡本グ

ループの活動のねらいは以下のとおりである｡

〇人に受け入れられる安心感をもちながら,集団で楽しくゲームをする｡ 

○集団で楽しくゲームをするために,必要なルールや約束を守る｡ 

(3)活動設定について

集団ゲームを設定する際は, ①子どもたちが楽しく活動するために必要な学習環境や働き掛け

を工夫すること, ② ｢順番を守る｣ ｢思いどおりにいかないときの対応の仕方を学ぶ｣など一人

一人の教育的ニーズにアプローチするための場面を設けることに留意した｡また,応用場面を家

庭に設け,家庭でも取り組むことができる集団ゲームを設定することにした(表2)｡
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表2　集団ゲームを設定する際の留意点

教育的ニーズの視点 唸�&85��ｸ8�,ﾉ(h,鎚ｻ8孜4�6ｨ�ｸ5�,�4�7h8ﾘ�ｸ6�+x.��ｩlｨ/��ﾙ.�+x.���

認知面の視点 唸5��ｸ8�,ﾉ>�vX+ｸ,ﾈ.�,ﾈ/�yﾘ��,X*ｸ.�.h*H,倡�,x.�,ﾉDi&ﾘ8ﾈ7�8ｸ,俘x.ﾘ+�+ﾘ�&85�ﾒ�ムを開発したり,従来の集団ゲームを工夫したりする｡ 
･認知面を考慮し,子どもが理解できる簡単なルールを設定する○ 

情緒面の視点 唸*�,(,h*H�ｩlｨ/��9�ﾙ4�,��ﾙ.�+XｫH�籀,ﾉ4ｹ��,��陌�,ﾈ覈_ｸ/�ｧx�,X*ｸ.�.h*H,�+x.���･集団ゲームの中に興味.関心のあるものを取り入れる○ 
･刺激が少ない環境を設定し,安心して遊ぶことができるようにする｡ 

応用場面の視点 唸彿.ｸ.)&闔i�hｨ�,X,X*ｸ.偖y&85��ｸ8�/��ﾙ.�+x.薬�

(4)指導及び支援の手立てについて

ア　学習環境

授業を通して明らかとなった手立ては,学部ミーティング等で学部職員全員で共通理解し,

朝の会や休み時間など他の学校生活場面で使用することができるようにした｡集団ゲームを行

う際は,その内容に応じて床に白線テープを張り,歩いたり走ったりする場所や集まる場所が

視覚的に分かるようにしたり,周囲を気にすることなく安心して取り組むことができるように

仕切りを設けたりした(物理的環境)｡集団ゲームのルールを説明する際は,一人一人の子ど

もが理解することができるように文字や絵,モニターを使用した(情報提供)｡集団ゲームで

使用する教材･教具は,子どもの好きなキャラクターを用いたり,繰り返し遊ぶことができる

ように耐久性を考慮したりして作成した(教材･教具)｡

イ　働き掛け

教師の働き掛けは,言葉掛けを中心としながらモデリングや視覚的情報提示も合わせて行っ

た｡具体的にはトークンエコノミー,ソーシャルストーリー…,適切な言動を事前に絵や文字

で伝える,守れているときに随時称賛する,失敗経験をしないように配慮するなど一人一人に

合わせた働き掛けを行った｡

2　指導プログラム

おひさまグループの指導プログラムの一部を以下に示す(表3)｡

表3　おひさまグループの指導プログラム(一部)  (○内の数字は指導時数を表す｡)

期 偖y&85��ｸ8��ねらい 偃越x,H,ﾈﾔ姥b�

I �*(+x竧.�5��ｸ8��･集団での活動を楽しむ(動的な集団 唳^�*ﾘ�ｨ�ﾈ呵�+x.��ｨ�/�I)�ﾈ,X鈷-ﾒﾈｨ�:��ｨ�,b�管 �5��ｸ8���ｲ�活動内容を視覚的に分かるようにする｡ 

期 勍他者の指示に従う○ 唸ｻ8踪*ｨ8(6h8ｸ/�麌+X,�*ｨ.x8ｸ�ｸ8ｸ/���k�+x.�2�

⑫ 勍負けたとき(いすに座れなかつたと 唸8ｸ�ｸ8ｸ.)o��倬h/�荿,�,Hｨ�:�,X*ｸ+ﾘ.x7ﾈ48986x5h�ｲ�

き等)の対応の仕方を学習するo �8ｨ8ﾈ/�6�+v��

Ⅱ 丶x4ｨ�ｸ6畏x.ﾘ+��･集団での活動を楽しむ(静的な集団 唸��,x.�,ﾈｻｹj�隴i�8.)Di&ﾙlｨ,俘x.ﾘ+�,H6x8�987h."�

ゲーム �5��ｸ8�薬�キャラクターカードを用いる○ 

等 唳ti$(,ﾈﾗ9:�,�(Ymｨ+x.��ｲ�･繰り返し遊ぶ場面を設定することで,負けるときも 

期 勍順番を理解して待つ○ �*�.ｨ,顋�,(,h*ｸ.�*�.�+�,h*ｨ5��ｸ8�,ﾉlｩI(+8,X*�.�+��

⑫ 勍一度にたくさんカードをめくりたい �,h/�&ﾘ.�+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.���

等の衝動的な行動をコントロールする｡ 唸4ｨ�ｸ6�/�齷Zｨ+ﾘ+�,Y¥�-x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,俶I���
･負けたとき(一番になれなかったと き等)の対応の仕方を学習する○ �.�,ﾉWH*(+ﾘ7ｸ�ｸ6�/��ﾘ*�.���

Ⅲ �7(98585��ｸ8��･集団での活動を楽しむ(静的な集団 唸ｻｹj�隴i�8,ﾈ*�.�4ﾈ888�4�5��ｸ/�7(98584ｨ�ｸ6�,冽��管 �5��ｸ8�停�いるo 

期 勍自分の気持ちに添わない場合の対応 唸*(.ｸ*(.ｸ,�7(98584ｨ�ｸ6�/�w��8+Rﾈ諍w�+X+ﾘ*(7(92�

⑫ 凾ﾌ仕方を学習する｡ �584ｨ�ｸ6�/�齷Zｨ,Y��-Hｴ�檍/��ﾙ.�+x.薬�
･負けたとき(一番になれなかったと 唸7(98585��ｸ8�,ﾈ8ｸ�ｸ8ｸ.)X�*�+ﾘ,h*ｸ,ﾉ�陌�,ﾈ覈_ｸ/��

さ等)の対応の仕方を学習するe �8(6ｨ5��ｸ.(､rﾈｬ�%�,閏h�,X駟��,�6�*h.��ｲ�
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おひさまグループ　実践例1　A児 (小学部4年生,男子)

1　A児の実態と課題

本児は,いろいろな活動に対する意欲があり,何でも自分でしょうとする自立心も高い傾向にあ

る｡しかし,一方で高い自尊心､のために他者の指示や意見を聞き入れない場面もある｡本児の自尊

心を大事にしながらも,一方で他者からの指示や意見を受け入れる力を高める指導が必要である｡

また,本児は快さを感じ取り言葉に表現することはとても上手であるが,時々足踏みしたり泣い

たり,行動が滞ったりすることもある｡その原因として,不快に感じたとき｢悲しい｣ ｢悔しい｣

など言葉で表現し,伝えることができないことや,気持ちの切り替えがうまくできないことが考え

られる｡

2　にじいろタイムの個人目標

○　集団活動の中で,他者の働き掛けを受け入れたり,約束やルールを守ったりすることができる｡

○　自分の思いどおりにならないときに｢残念｣ ｢悔しい｣などの感情を言葉で表し,気持ちを切

り替えることができる｡

○　ルールを守って友達と一緒に遊ぶことができる｡

3　指導の経過及び考察

(1) I期　まねっこゲーム,いす取りゲーム,ボール運びゲーム

学習環境.働 唸ｧx�,ﾉex+�,�,�.�.h*H,��饑�,ﾙ5�ｸ�+x.��ｲ�

き掛けの工夫 唳gｸ髦,ﾈ-�*�,H,ﾈ4ｨ�ｸ6�/�麌+X,Bﾉo���,ﾈ�8�*ｨﾘ(-ﾈ.�.h*H,�+x.��ｲ�

指導の経過と ��9�ﾉ4�,乖�:�,�,ﾘ�9w�4�,伜���+X,H*�.にo���.(8ｸ�ｸ8ｸ,ﾘ��/��,ｸ.�+(,h,偃x.�+��

考察 �,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�,�,�+ﾘ�ｸ*�*�.ﾘ.�,X,ﾒﾉti$(,ﾈｨ�:�/�呵�+X+ﾘ.にti$(,h耳�,陳�

ボールを運んだりすることができることもあった○しかし,ふざけてわざとボールを 

落として楽しむこともあった○ 

(2) Ⅱ期　絵カード合わせゲーム

学習環境.働 き掛けの工夫 ����Δﾘ�������ぺ����ｦﾘ�ｨ�ｸﾇr�

設けて,めくるカードとめくった後に置くカー隠:韻. 

ドが分かるようし,磁石を付けて固定できるよ 帝MH��5(�芥�����

うにする○素材や大きさも本児が扱いやすいよ 儖��

うに準備する(写真3参照)○ �ｨ�｢��ﾒﾒﾒﾒ褪ﾒ�ヽ●､. ∴∴∴-∴∴∴∴:墜畠:-:-∴∴｢- � 

ついたてを立てた○写真33人で絵カード合わせゲーム 
･外れたときは｢残念!｣等の言葉掛けを教師 

がモデルとなって示しながらゲームをするo 

指導の経過と 冏ｸ髦,ﾒﾉ:�+h4�8ｸ�ｸ7h,ﾈ��,x.�,儂H-x,Bﾈ5��ｸ8�yﾘ��,倬隴H.(���H*ｩTｹwh,X*�.�+��

考察 �,h*ｩ�ﾘ*(�ｹyﾘ��+X,H*(,�*(�9�H,X耳�,�5��ｸ8�/�+x.�,iW94ｹ��,為9:�*ｩ�h+h,H+X-ﾈ*"ﾂ�

本児の失敗経験になり,友達にも悪い印象を与えてしまう○そこで,パソコンを使つ 

て一人でカード合わせゲームを繰り返し行い,カードを合わせる意味を理解してから, 

ゲームに参加した○その結果友達と楽しんでゲームをすることができた○外れたとき 
｢残念!｣と言ったり,｢順番ね○｣と言ったりして,友達と交代することができた○ 

また,本児は同じグループの子どもと比べて体格の違いがあることから,動的な活 

動の場合もグループの子どもたちと同じように活動できる支援の工夫が必要である○ 
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(3) Ⅲ期　玉入れ,デカパンリレー,絵合わせビンゴゲーム

学習環窮.働 唳�ﾈ支ｭ�,ﾈ,x+�,X巉,ﾈｨ�:�/�+x.�*�*ｩZｨ*�.�.h*H,�+x.��ｲ�

き掛けの工夫 唸�&85��ｸ8�,ﾉ�����ｩlｨ,�*�*(,Bﾉgｸ髦*ｨ齷Zｨ,ﾈ�8ﾊ�/�-ﾘ/�,�,�6�*h.x.ｨ.�.h*H,陳�

また,みんなの意見が本児に分かるように,視覚的な教材.教具を使うようにする｡ 
･事前にゲームの仕方やルールが分かるように,教師が適切な行動をモデリングし 

て伝えたり,視覚的な情報を提供したりするようにするo 
･本児の体型に合わせた道具(かごの高さ,デカパンの大きさ.長さ)を準備する○ 

･ビンゴゲームでは,縦.横のいずれかがそろうとビンゴとする○ 

･ビンゴカードぽマスを少なくし(3×3もしくは4×4)子どもたちの好きな 

キャラクターやなじみのある写真を使って作成し,絵合わせのやり方で実施する○ 

指導の経過と 唳�ﾈ/�:�*�+X,Iuh-H+�,h*ｨﾔH*ｸ,�,ﾈ,Rﾈｼｩ?ﾈ.ｨ.(6h4ｨ7�988ｨ8ﾈ�ｸ,乂�+X/�,X竧.��r�

考察 �-�+�,h*ｨ,X*ｸ+ﾘ�ｸｼｩ?ﾈ.ｨ,X,ﾙ�ﾘ*ﾙ?ﾈ.ｨ+ﾙ_ｸ*｢ﾈ6h4ｨ7�988ｨ8ﾈ�ｸ,X,ﾙ��*ﾙ(X*(+ﾙ_ｸ*｢�

勝ちということは理解できているが,喜びを表現することはあまりなかった○ 
･ビンゴゲームでは,やり方(絵の上にシールを張る)を理解できなかったので, 

本児の好きな磁石付きのカードで絵合わせをするようにしたところ,意味が理解で 

き,その後みんなと同じやり方で楽しく参加することができた○今期も本児は個別 

にやり方理解をした上で,集団で活動することが,成功経験につながった○ 

(4)チェックリストの結果から

本児のソーシャルスキルを1月と10月

の各項目を比較してみた(図4)｡全体的

に達成率は増えており,特に, ｢やりとり

の流暢さ｣ ｢集団参加｣ ｢共感的態度｣な

ど, ｢にじいろタイム｣のねらいとしてい

る｢コミュニケーション｣や｢集団参加｣

の領域に成果が見られることから,授業

ソーシャルスキルチェックリスト 

自己認知スキル 

自分の立場の主張;0,震吉ア!,そ..a--7-シヨン態度 

二∴∴∴∴∴∵∵∴ 
子5ノンバーバルコミュニケーション 

提案.助言6--1月 

集団参加一二二1°月 

図4　A児のソーシャルスキルの比較(学校)

と獲得したスキルとの直接的な関係ははっきりしないものの, ｢にじいろタイム｣及び授業全

般を通して指導及び支援の手立てが有効であったと言える｡

4　応用場面について

本児は,学校と同じ道具を使って,家庭で,絵合わせゲームを一人楽しんだり,弟(小2)と一

緒に楽しんだりすることができた｡また,保護者の自主的な企画で近所の子どもたち(幼年長一小

5)とビンゴ大会が実施された｡これらの応用場面での様子から以下のようなことを考察する｡

本児が,集団ゲームをするときは,いったん自身の認知特性や学びのプロセスに合ったやり方で

個別に学習し,ゲームに必要なスキル(やり方)を身に付けた後,集団ゲームに参加した方が成功

経験につながった｡また,本児は集団ゲームの場や雰囲気を楽しみ,友達の様子を見ながら,意欲

や関心を高めているため,家庭と同じ集団ゲームを共有する場合は,そのやり方(スキル)を学校

もしくは家庭で,個別に身に付けてから友達と行うと,意欲･関心を維持しながら,楽しく取り組

むことができると考える｡

さらに,本児は学校で身に付けたスキルは,家庭で特別な環境設定や働き掛けがなくても発揮で

きていることも分かった｡家庭から地域-広げていく場合,身に付いたスキルを発揮するには,本

児のゆっくりしたペースに合わせていくことが一番重要であると考えられた｡しかし,地域の子ど

もたちにその理解を求めるのは難しいと思われる｡取り組んだいくつかの集団ゲームの中で,知的

にまたは体力的な違い(差)に関係なく,運で決まる｢ビンゴゲーム｣は,本児も地域の子どもも

本来のゲームの楽しさを共有してできることが分かった｡
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さまグループ　実践例2　B児 (小学部5年生,男子)

1　B児の実態と課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

本児は,コミュニケーションに関しては,発音はまだ不明りょうな部分もあるが,音声言語での

やり取りが飛躍的に増えてきており,人とのかかわりを好み,自分から話し掛けたり,友達の手伝

いをしたりする様子が見られる｡遊びに関しては,積極的に参加し; ｢カード合わせゲーム｣等の

簡単なルールはすぐに理解することができる｡一方で,やりたい気持ちが先行すると,他者をた

たく等の行動が見られるが,肯定的な言葉掛けや頑張り表の活用で行動調整できるようになりつつ

ある｡ただし,環境の変化やかかわり手の否定的な言葉掛け等については十分な配慮が必要であり,

支援の継続化･一貫性が大切である｡また,チェックリストでは, ｢ルール遵守｣や｢集団参加｣

の項目で課題が見られる｡このことは,集団での遊びの経験不足,他者と気持ちを共有しながら活

動した成功経験が少ないことなどによるものと考えられる｡そこで,本グループの活動を通して,

学級とは違った小集団で様々な遊びを経験し,ルールや約束事を守って,他者とかかわり合うこと

の楽しさを感じることができるようにするとともに,自分の感情に対する適切な言動ができるよう

にしていくことが必要であると考える｡

2　にじいろタイムの個人目標

O　｢いす取りゲーム｣や｢カード合わせゲーム｣, ｢ビンゴゲーム｣などの遊びの中で,ルール

や約束事を守って遊ぶことができる｡

○　順番を待つことやゲームに負けたときなどに,教師の言葉掛けなどで自分の感情に対する適切

な言動ができる｡

3　指導の経過及び考察

(1) I期　まねっこゲーム,いす取りゲーム,ボール運びゲーム

学習環境. 啜(髦,ﾈｧx�,ﾈ-�*�,H,ﾈ4ｨ�ｸ6�/�麌+X,Bﾉo���/��8�+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.��ｲ�

働き掛けの 唳X�*�,H.�7ｸ.x,�*"ﾉti$(/�咥+8,�*(,�,rﾈｻ8踪,ﾈ8(6h8ｨ984�/�ﾊ�,Bﾉ�8+X*(����,ﾈ覈_ｸ/��

工夫 俟ﾈ*h.�+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.薬�

指導の経過 �-ﾈ,ｸ,(+�5��ｸ8�,X,ﾒﾈ+8*(+�.ｸ/��X,�,Bﾈ�+ﾙmｨ,ﾉ:饂�,ﾈ-ﾈ,ｸ/�+x.�,h*(*H8ｸ�ｸ8ｸ/�yﾘ��+r�

と考察 �.�+�,h*ｨ,X*ｸ+ﾚ�7ｸ�ｸ8ｸ戊-�5��ｸ8�,X,ﾒﾉti$(,hｺi|ﾘ+X,H7ｸ�ｸ8ｸ/��h+�,H耳�,��-H+�,h*ｨ,R�

きた○ゴールすると,友達とハイタッチをして喜び合うこともあった｡いす取りゲームでは, 

負けた際に最初は怒ることもあつたが,回を重ねるごとに｢次,頑張ろうね｣の言葉掛けによ 

り,怒っていてもゲームを終えて,いすに座って待つことができるようになった○ 

(2) Ⅱ期　カード合わせゲーム

学習環境. 唳Z��H,ﾈ4�8ｸ�ｸ7h,X��邵+x.�,ﾈ,Rﾉuh-�,偖y(h,X*ｸ.�.h*H,�,(*(+ﾘ,H/���OX+x.��ｲ�

働き掛けの 唸�MH*ｨ��,�,H*ｸ+ﾙ�ﾈ*ｨ-�*ﾘ.�+�,h*ｩZｨ*�.�.h*H,鎚6x8�987h/�*曳�,俤ｨ+�,Hﾗ8*J��

工夫 唳o��宙�MH/�荿.津)hx+�*�-�*ﾘ.�,�,r�/�荿.�+�,h*ｨ,X*ｸ+ﾘ.rﾈ�MH*ｨ��,�,H*ｸ+ﾘ,h*ｲ�

ごとにポイントカードにシールを張るトークンを用いて称賛するようにする｡ 

指導の経過 �4ｨ�ｸ6�/�-�*ﾘ,�,I�H鬨/�ﾘx.ﾘ+�.�,h*(*H8ｸ�ｸ8ｸ,ﾘ+x*�,凉ﾘ��+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ+ﾚ��-�,ﾙti$"�

と考察 �,ﾈ�MH,ﾈ,h*ｸ,�.�6x8�987h/�-�*ﾘ,�+ﾘ.にti$(*ｨ4ｨ�ｸ6�/�鰄,�,H*(.�,h�訷,�4ｨ�ｸ6�/�竧,�+ﾒ�

りしていたが,｢次,頑張ろうね｣等の言葉掛けやトークンを用いることで次の機会もあるこ 

とが分かると,負けても怒らない等の約束もしっかり守ることができるようになってきた○ 
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(3) Ⅲ期　玉入れ,デカパンリレー,ビンゴゲーム

学習環境. 唸駟��,�5��ｸ8�,ﾈ覈_ｸ.(8ｸ�ｸ8ｸ*ｩZｨ*�.�.h*H,鎚ｻ8踪*ｩ4ｹ��,為9:�/�8(6h8ｨ984�+X,I6�*h+ﾒ�

働き掛けの �.な雕ｦ�4�,��饑�/�/�ｹ�+X+ﾘ.�+x.�.h*H,�+x.薬�

工夫 唳o��倬h.(8ｸ�ｸ8ｸ*ｨ荿.ｨ,H*(.�,h*ｸ,鎚�ｸ�裴,ﾈﾋ駢Hｧﾈ*�/�ﾗ8,�+ﾘ.な6x�ｸ4�98/�w�*(+ﾘ.�+R�

て視覚的な称賛をするようにする○ 

指導の経過 仂ｩ?ﾈ.ｨ.(6h4ｨ7�988ｨ8ﾈ�ｸ,�,x,ﾈ6��ｸ8�,X+x.冰h-�,ﾒﾈ鳧ｭH*(,�,�*)ti$(,hｧ�+X/�+�.なﾊ�/��

と考察 ��x/�,Y^�Yﾘ/�ﾘx.ﾘ+�,I�h,�+ﾘ.�+x.况ﾈ��*ｨﾊ�.x.ｨ+ﾘ�ｹX�*�.�,i7ｸ.�+�,h.�*�,(+ﾘ*｢ﾊ(-ﾈ+ﾒﾂ�

次頑張ろうね｣などの言葉掛けで納得することができるようになってきた○ビンゴゲームはす 

ぐにルールを理解し楽しんでいた○カードを一斉に選ぶ場面では,自分の欲しいカードを友達 

が選ぶと怒ってしまうことがあつたが,メダルをもらえることを伝えると,自分で感情を抑え 

てゲームに参加できたこともあった○ 

(4)チェックリストの結果から

本児のチェックリストで学校における1月と11月の

各項目を比較した(図5)｡各項目で飛躍的に達成率

が高まっており,特に, ｢集団参加｣ ｢ルール理解｣ ｢提

案･助言｣ ｢共感的態度｣の領域において成果が見ら

れる｡このことは,本グループの活動や一日の振り返

自分の立場の主張1自己認知スキル 

6---1月 

集団参加1--,-11月 

りのときに取り組んできたトークンなどの指導及び支援　　図5　B児のチェックリストの比較

の手立てが有効であり,生活全般での手立ての共有化が成果をもたらしたのではないかと考える｡

4　応用場面について

家庭で家族と一緒にカード合わせゲームやビンゴゲームができるように,ゲームの仕方や授業で

有効であった支援や手立てを説明したプリントを配布し,遊んでいるときの様子や一緒にゲームを

した人の感想などを記入してもらうようにした｡カード合わせゲームでは,父親がゲームに誘うと

快く引き受け,家族で楽しむことができた｡初めのうちは何枚もめくっていたが,その際に,授業

のときに言っている｢外れても大丈夫｣というフレーズで次の順番まで待つことができた｡一緒に

遊んだ妹からは, ｢(お兄ちゃんと)一緒に遊べて楽しかった｣という感想もあった｡また,本児

が通っている学童保育でも,友達とのかかわりについての課題は挙げられており,学校で取り組ん

でいる｢一日の出来事を教師と振り返り,友達と仲良くできたとき

に頑張り表に好きなキャラクターのシールを張ることができる｣と

いうシステムを活用している｡その効果もあり,友達とのかかわり

方もうまくできるようになってきており,野球やサッカーなどのル

ールのあるゲームを友達と一緒に楽しんでいるという報告を受けて

いる｡このように学校や家庭,関係機関で同じ頑張り表を共有する

ことで,自分の行動を振り返り,自己評価をすることもできるよう

になっている(写真4)｡このことが,自分の感情に対する適切な言

写真4　関係機関の支援者と

シールを確認するB児

動につながっているように考える｡にじいろタイムでも,この取組を活用して,様々な遊びを通し

て,ルールや約束事を守って遊ぶことができるようになってきており,他者とかかわり合うことの

楽しさを感じることができた｡今後は,生活全般で本児のよさやもてる力を発揮できるように,更

なる連携と共有化を図っていきたい｡
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【おひさまグループの成果と課題】

1　成　果

(1)授業づくりについて

｢明日はにじいろタイムがあるんだよ｣と保護者に伝える籍,集団ゲームを楽しみにしている

子どもの姿が多く見られた｡その理由の一つとして,第1期の評価･改善の授業ミーティングを

受け,子どもの興味･関心に合わせて動的な集団ゲーム(いす取りゲームや玉入れ等)と静的な

集団ゲーム(トランプやビンゴゲームなど)を組み合わせた指導プログラムを取り入れたことが

挙げられる｡チェックリストを見てみるとほとんどの子どもが学校において｢集団参加｣ ｢提

案･助言｣ ｢ルール理解｣ ｢共感的態度｣の項目で伸びが確認された｡家庭においても｢共感的

態度｣の項目に伸びが確認されていることから,集団ゲームを通して友達への関心､が高まってい

ることを意味していると思われる｡これは,家庭において学校で取り扱った集団ゲームで兄弟姉

妹や地域の子どもと一緒に遊ぶ場面を積極的に設定してもらったことが原因の一つであろう｡

(2)具体的な指導及び支援について

表4は,ビンゴゲームに取り組む際に有効であった手立ての一例である｡このように,一人一

人が集団ゲームを楽しむことができるためには,取り組むゲームは同じであっても,学習環境や

働き掛けは子どもに応じて変えていくことが重要であることが分かった｡

表4　ビンゴゲームを行う上で有効な手立ての一例

対象児 乂x�ｬ)Zﾒ�働き掛け 

◎児 唸7(9858,ﾈ8ｸ�ｸ8ｸ.)o��倬h,ﾘ､x4ｨ�ｸ6�,Y/��･約束事を守ることができたら,ポイントシールをはり,普 

示.説明するo ��ｨﾋ靜ｨ,��*h,H雕ｦ�4�,傲ﾈ裴+x.薬�

☆児 唸7(9858,ﾈ8ｸ�ｸ8ｸ/�8(6ｨ5��ｸ/�諄,�,I��k��･ビンゴになったことが視覚的に分かるように,シールが- 

をするo ��¥�/�+陜8�,�+ﾉ�ﾈ/�処*ﾖ��

◇児 唸7(9858,ﾈ8ｸ�ｸ8ｸ.)o��倬h/�ﾉgｸ髦*ｩyﾘ���｢シールが○個並んだら『ビンゴ』とボリューム8の声で 

できる端的な文章を用いて提示する｡ 侏�*�*J99�,ﾈ8ｸ�ｸ8ｸ*ｩ[h�,X��*(,H*�.倩h/�ｻ8踪,hｦﾙDh+x.薬�

(3)応用場面について

家庭で集団ゲームを行う際は,本人を含めた保護者や兄弟姉妹,又は地域の友達がその対象と

なる｡これまで,教育相談等で家庭における余暇の充実を願う声が多数挙げられており,兄弟姉

妹と一緒に遊ぶことができたらとの意見が寄せられていた｡そこで,応用場面を家庭に設定し,

兄弟姉妹と一緒に遊ぶことができる集団ゲームを設定した｡家庭での集団ゲームの様子について

は,日常の情報交換や連絡帳,アンケート,ビデオなどから分析を行った｡兄弟姉妹も一緒に楽

しく遊ぶことができたとの報告がほとんどであったが,学校で使ったものを家庭に持ち込むこと

を苦手としている子どももおり,遊ぶことが難しかったとの報告もあった｡しかし,遊ぶか遊ば

ないかを子ども自身が決めることも充実した余暇を過ごす上で重要な要素であり,子どもが楽し

むことができる多くの集団ゲームを開発し,環境条件を整えていくことが重要であると考える｡

2　課　題

チェックリストの数値を見てみると,変動があまり見られない子どもや家庭と学校で数値に差が

ある子どもがいた｡これは,チェックリストの性質上の問題もあるが,学校と家庭間で手立て等の

共有をさらに深めるための具体的方策の検討が今後の課題であることを示唆していると思われる｡

また,今後は,日々の授業ミーティングをより効率的に行うことができるように,一人一人の指導

及び支援の観点を整理していくことが必要であろう｡
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｢ほしグループ｣

1　ほしグループの考え方について

(1)学習集団について

本グループの子どもたちの様子を見ると,教師や友達と思い切り遊びたい欲求をもちながら

も,その思いを適切に伝えることが苦手なため,気持ちのすれ違いやけんかなどの対人関係に

おけるトラブルが生じたり,正確に伝わらないもどかしさから泣く,その場から逃げる,物や

人に当たるなどの行動上のつまずきが見られたりする｡一方,保護者のニーズを見てみると｢教

師や友達とうまくかかわりながら,自分の思いを伝えることができるようになってほしい｣と

いう願いも少なくない｡また,教師のニーズも｢自分の思いを伝えたり相手の思いを理解した

りしながら,人と適切にかかわることができるようになってほしい｣と集約できる｡このよう

なことから,本グループの子どもたちの教育的ニーズを集約すると｢相手の気持ちを受け入れ

たり,自分の思いや気持ちを伝えたりしながら,友達と仲良く過ごすことができる｣となる｡

そこで,本グループでは,コミュニケーションに関する具体的かつ実際的な場面設定をして

学習を展開したいと考えた｡

(2)ねらい

一人一人の子どもの教育的ニーズと自立活動の内容｢対人関係の基礎に関すること｣や｢コ

ミュニケーションの基礎的能力に関すること｣及び｢状況に応じたコミュニケーションに関す

ること｣を踏まえ, ｢適切なかかわり方,自分の意思を伝えること｣を目指し,以下のような

ねらいを設定した｡

○言葉,身振り,絵.文字カードなどを用いて,劇遊びの中で適切なかかわりを演じること 
ができるようにする○ 

○教師や友達の演技を見たり考えを闘いたりすることを通して,相手の心情を理解した対応 
をしたり,集団の中での自分の役割を意識して活動したりすることができるよ_うにする○ 

(3)活動設定について

具体的な活動を設定するに当たり,対人関係やコミュニケーション面について子どもたちが

つまずいている状況を整理してみると, ｢友達が使っている物を自分が使いたいとき｣ ｢自分が

行こうとする方向を友達が遮ってしまっているとき｣ ｢自分が嫌なことを友達にされたとき｣ ｢友

達が嫌がることをしてしまったとき｣ ｢友達と一緒に遊びたいとき｣などに自分の思いを上手

に伝えることに苦戦していることが判明した｡

次に,子どもたちの｢よさやもてる力｣を見てみると, ｢ごっこ遊びが好きで,お母さんや

おばあちゃん,赤ちゃんなどの役を表情豊かに演じたり,教師や友達を誘ったりする｣ ｢動作

や言葉をまねることが好きで,気に入ると覚えたことを何度も繰り返す｣ ｢お話の役を演じる

のが好きで,役割を交代しながら遊ぶ｣ ｢自分の気持ちを身近な人に伝えようとする｣ ｢決まっ

たせりふを覚えると自信をもって大きな声で言う｣などが挙げられる｡

これらのことから,子どもたちが日ごろつまずいているいくつかのかかわり場面や役割演技

をすることで相手の気持ちを理解できるように,劇遊びを取り上げて適切なかかわり方を指導

したいと考えた｡

(4)指導及び支援の手立てについて

子どもたちが｢よさやもてる力｣を発揮できるように次の様な指導及び支援の手立てを考えた｡
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ア　学習環境

ここでは,特に｢情報提供｣と｢教材･教具｣について述べる｡

具体的には,子どもたちが役割演技をする上で模倣しやすくするために,適切な対応や不

適切な対応を教師が演じたビデオを,必要に応じて静止したり,繰り返したりしながら,情

報提供をした｡また,子どもたちに親しみ深い題材を用いた劇遊びを教材とした｡

ィ､教師の働き掛け

教師の働き掛けとしては,モデリングや言葉掛け,視覚的情報提示を中心に考えた｡

具体的には,教師が不適切な対応や適切な対応を提示したり,子どもから言葉を引き出す

ために語頭だけを発したり,子どもの意思表出の手掛かりになるような文字カードを活用し

たりすることである｡その際,子どもの心情や言葉掛けの量及びタイミングなどに留意しな

がら,子どもの反応を引き出す働き掛けを心掛けた｡

2　指導プログラムについて

(1)指導手順

｢かして｣ ｢どいて｣ ｢ありがとう｣などの日常的なコミュニケーション課題を指導する際,

ビデオ等の活用を通して, ｢インストラクション(問題意識をもつ)｣ - ｢モデリング(気付く)｣

- ｢リハーサル(体験する)｣ -→ ｢フィードバック(振り返る)｣の四つの手順を考えた｡

2)指導プログラム(○内の数字は指導時数を表す.) 
期 乖�:�>�vR�指導目標 

I ��ｸ齪ﾌ���樞�･様々な場面における適切 

･自分の名前や好きな物などを紹介するo �,蔚ﾈﾋｸ,ﾈ覈_ｸ/�&ﾘ.�+�,h*｢�
･友達に質問して知りたいことを聞く. ○課題1 �,X*ｸ.�.h*H,�+x.���Xｨ�:�,ﾉ(h,X齷Zｨ,ﾉo�ｨH/��

パターン1:｢かして｣｢どいて｣｢ありがとう｣｢ごめんね｣｢やめて｣ 

期 ⑫ �(*�+ｸ,�*J8�b�理解し,教師の支援を受け 
･教師の演技を見て考える(問題提起)o �,�*ｨ.yti$(,h*�*�.ﾘ.畏x*B�
･VTRを見て考える(問題の整理)○ �+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.���
･役割演技をする(問題の解決)○ ○課題2 

｢さるかに合戦｣の絵本を見る｡ 
･役割演技をする(いろいろな役を演じてみよう主 

Ⅱ 期 ��ｸ齪ﾌ���樞�･言葉,身振り,絵.文字カ 

･自分の名前や好きな物などを紹介する○ 坪6�,�,x/�w�*(,Ivﾈ��,��ｩl｢�
･友達に質問して知りたいことを聞く○ ○課題1 パターン2:｢かして｣｢どいて｣｢ありがとう｣｢ごめんね｣｢やめて｣ �,ﾉ(h,Y4ｹ��,蔚ﾈﾋｸ*ｨ,X*ｸ.�.b�

うにする(子ども対教師)○ 
･活動の中で自分の役割を 

⑫ �(*�+ｸ,�*J8�b�理解し,友達とかかわり合 ○課題2 �*(,�*ｨ.xｨ�:�,伜���+x.�+��
｢さるかに合戦｣の絵本を見る○ �,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.��ｲ�

･役割演技をする(いろいろな役を演じてみよう)( 

Ⅲ 期 ⑫ ��ｸ齪ﾌ���樞�･言葉,身振り,絵.文字 

･自分の名前や好きな物などを紹介する○ �4ｨ�ｸ6�,�,x/�w�*(,Ivﾈ��,��
･友達に質問して知りたいことを聞くo ��ｩlｨ,ﾉ(h,Y4ｹ��,蔚ﾈﾋｸ*ｨ,R�

○課題1 �*ｸ.�.h*H,�+x.宙��,x.����
パターン3:｢かして｣+｢ありがとう｣,｢どいて｣+｢どうぞ｣,｢や 倡�,x.�薬�

めて｣+｢ごめんね｣,｢あそばう｣+｢いいよ｣※ 唸.(.�+ﾘ*)o�/����4�,�6�*b�
○課題2 仆8踪,h耳�,��ｨ訷,ﾉ�8��/�ﾖﾂ�

｢料理ごっこ｣をする(いろいろな役を演じてみよう)○ �*h,�*ｨ.y4ｹ��,�*�*�.ﾘ.�/���+h.�+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.����

Ⅳ ��ｸ齪ﾌ���樞�得意な方法(言葉,身振 

･自分の名前や好きな物などを紹介する｡ �.な､r饉h鬨4ｨ�ｸ6�9著/��
･友達に質問して知りたいことを聞く｡ ○課題1 ����4�,冽�*(,�*ｨ.yvﾈ��,��

場面の中で適切な表現がで 
期 ⑫ �7�5��ｸ93Cｪ(*�+X,J2ｺ(*�.�*ｨ,h*J2ﾊ(,x*(,J2ｺ(,x*H+ﾊ2ﾊ(."�きるようにする〇 ･やりたい役を積極的に伝 
めて｣+｢ごめんね｣,｢あそばう｣+｢いいよ｣※ 
○課題2 
｢創作劇｣をする(いろいろな役を演じてみよう)○ �*bﾉ�ｨ訷,ﾉ�8��/�ﾖﾈ*h,�*｢�
｢かして｣｢どいて｣｢ありがとう｣｢ごめんね｣｢やめて｣｢あそば �.y4ｹ��,�*�*�.ﾘ.�/��+h.��

う｣などのいろいろな言葉を含む小劇をする○ �+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.��ｲ�

※印は繰り返しの学習
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ほしグループ　実践例3　C児 (小学部2年生,女子)

1　C児の実態と課題

本児のよさやもてる力について,日常の様子から見てみると,人とのかかわりを好み,自分から

友達に握手を求めたり遊びに誘ったりするなどの快活さが見られる,身近な出来事や下校後のスケ

ジュールなどについて人前で話すことに積極的である,などが挙げられる｡また, S-M社会生活能

力検査では, ｢おもちゃなどの貸し借りができる｣ ｢ごっこ遊びができる｣ ｢決められた役割が自発

的にできる｣など,基礎的なやり取り関係の成立や役割理解が示されている｡一方,友達から手伝

いを断られると,物を机上から落としたり,相手を押し倒したりする行動に発展する様子も見られ

ており,教育的ニーズとして｢友達と仲良く過ごす｣ことが挙げられている｡また,チェックリス

トでは,負けや罰の受け入れや相手の気持ちの理解など,社会的行動に関するルール理解や共感的

態度の項目で課題が見られる｡これらは,自分の思いが伝わらない悔しさや状況理解の弱さ,伝え

る方法を十分に理解･表出できていないことなどによるものと考えられる｡したがって,指導に当

たっては｢○○さんは見てもらいたいみたい｣など相手の気持ちを代弁する, ｢Cさんは気付いて

ほしかったんだね｣など本児の気持ちを共感するようにかかわる,写真や絵などの視覚的教材によ

り理解を促す,劇仕立ての場面設定により体験的に状況や気持ちを考えることができるようにして

いくこと,などが大事であると考える｡

2　にじいろタイムの個人目標

○　教師のモデリングを模倣したり,絵カードや身振り動作で表現したりする活動を通して, ｢か

して｣ ｢どいて｣ ｢ごめんね｣ ｢ありがとう｣ ｢やめて｣ ｢あそばう｣などの言葉を適切に用いるこ

とができる｡

○　自分の考えを発表したり,友達の考えを闘いたりするなど互いに認め合う活動を通して,他者

の心情を理解する力を高めることができる｡

3　指導の経過及び考察

C児の授業場面における学習環境と教師の働き掛けについて,表5に示す｡

表5　学習環境と教師の働き掛け

学 唸ｨ�:�,ﾈ､x.(ｮx���/�w�*(,Bﾈｧx�,ﾉzﾈ.ｨ.(�MH/�麌+s�ﾒ�.(.�+ﾘ*(ｬ(ｺｲ��

普 唸7(6h4�,�.h.に4ｹ��,為9:�,ﾈ8(6h8ｨ984�/�麌+s�ﾒ�.ﾘ*�.豫(ｺｲ��

環 唸�ｵｨ,ﾈ跖-ﾈ.�,h�.ﾘ.な�+h.�ｩ'X,�,x/�ﾘy�ﾘ.(�8,X麌+s�ﾒ�,X*ｸ.豫(ｺｲ��

撹 �(*(*(,X+x*�2ﾚ(*(*(,X+z8,�,x,ﾈ.(.稲h.�,Rﾉ�ﾈ�(,僖h-�.x.ｨ.舒ﾈ-�/�j�.ﾘ*H+�,b�

ができるようにする0-(できたと思う環境) 

働教 唸ﾋ�:�,���.�*ｨ*�.��ｨﾘx,ﾒﾊ(,ｸ*h,ｸ*j8,ﾈﾌH-�ｧﾈ*�.(ﾎｩ:ｨ尨/�/�麌+x.�+�,h,X齷Jﾘ/��2�

き師 �+Rﾈ5�8��ｸ5�,儷ﾈﾋｸ,X*ｸ.�.h*H,�+x.��ｲ�

掛の 唸耳,(耳,(,ﾈﾗ9:�,ﾉ|x*�,(+ﾘ,h+�.ｸ/�(i�8,偃h.��8+�ﾝx*�*ﾙUﾘ廁+x.�+�,h,Y$)�ﾈｫH.(鶯�

け �,ﾈｨ�:籀,ﾈ�9w�/�ﾘ(-�.�+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.��ｲ�
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[三二回では,役割演技の際に滞りが見られた場合,積極的に身振りを提示したり,教師が一緒に演

じたりすることに心掛けた｡その結果,言葉での表現だけでなく｢ありがとう｣ ｢ごめんね｣と表

情や声の調子に変化を付けて表現できるようになるなど,他の子どもたちの良いモデルにもなって

いった｡

画では,表現することにもだいぶ慣れ,演技の際は早出こなりがちであった｡そこで,演技の

前に話す速度を示すようにしたことにより, 1音ずつ丁寧に伝えることができるようになってきた｡

また,友達の演技を見て｢いいで-す｣と積極的に拍手をするなど,自分自身が認められてうれし

かっだことを友達にも伝えたいという気持ちが感じられるようになってきた｡さるかに合戦の劇で

は,おさるさん役として刺されたお尻に手を当てて｢あちち･ ･ ･｣と跳び上がりながら痛がる様

子を表現したり,かにさん役-の｢ごめんね｣のせりふも感情を込めて言ったりすることができる

ようになった｡

画では,子ども同士のやり取りにおいて,自分で状況を判断し, ｢どいて｣ ｢かして｣ ｢あっ,

ごめんね｣ ｢いいよ｣などの表現もスムーズにできるようになってきた｡これらのことから,状況

理解が弱く必要な場面で適切な表現ができていなかった本児〇〇十一i

にとって,ビデオ教材や教師のモデリングは状況理解を促進

し,興味をもって取り組みやすいものであったと考えられる｡

また,人-の関心が高く,自分のことについても積極的にア

ピールして理解を求めようとする本児にとって,他者の演技

を見たり人前で褒められたりする経験は,表現意欲や自信を'

高めていく上でも有効であったと考えられる｡　　　　堅

写真5　｢ねえねえ,かして｣

4　応用場面について

学級では,友達を誘い,教室に道具を滝べて｢かして｣ ｢ありがとう｣などのせりふを楽しそう

に交わしている姿が見られるようになった｡給食時間は,食器かごq)前にいる友達に｢どいて｣の

一言が言えずに,背中を押したり,腕をかんだりするなど,トラブルが多く見られていたが,授業

での取組をきっかけに｢ねえねえ,どいて｣ ｢ありがとう｣などの言葉を自発的に伝えることがで

きるようになってきた｡チェックリストにおいても,自己認知スキル,コミュニケーション,語用

論的理解,自分の立場の主張の項目で,顕著な伸びが見られている｡家庭では,本人が言葉で伝え

ることを意識するようになったこと,状況に応じた言葉が分かりつつあることなどの報告が得られ

ている｡写童保育等の関係機関においては,仲間に入りたいときや友達に話し掛けたいときなどに,

｢ねえねえ｣の呼び掛けができるようになったとの報告を受けている｡木児の場合,特に適切な言

葉を引き出すための音声や身振りでの働き掛けが大事であり,これらの成果は,掌校と家庭とが共
一一i'ヾ 塾J 度ﾈ����

麗鰯_,._I勢.?.i 

∴出雲寛子∴∴二 

写真6　｢食べてください｣

通理解の下,それぞれの場で-一貫した取組を続けてきたことに

よるものと考えられる｡　一方,家庭ではどかなくてもよい場面

で｢どいて｣と言う等,適切な使い方ができているとは言い難

く,今後の継続課題として取り組んでいく必要がある｡今後は,

授業場面で獲得した力の定着化を図るとともに,本取組で明ら

かになった有効な支援方法について整理し,様々な場面で応用

できるようにしていくことが課題である､
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ほしグループ　実践例4　D児 (小学部6年生,女子)

1　D児の実態と課題

D児(自閉症)の日常生活の中で｢よさやもてる力｣を見てみると,身近な大人に言葉遊び等

で積極的にかかわり,応答を楽しむことができる｡また,身の周りのことはほとんど一人ででき,

家庭では食事作りや洗濯物たたみ,おふろ掃除などの手伝いをよくするなどが挙げられる｡休み

時間等は教師との追い掛けっこやボール遊び,ピアノを弾くなどして過ごしている｡学校では担

任以外の教師には自分から誘うことができないが,誘われると喜んでボール遊びなどをして遊ぶ｡

友達を自分から遊びに誘うことはほとんど見られない｡一方,家庭では時間があると持て余して

何もせずにうろうろすることがあるため,余暇の過ごし方についての課題がある｡チェックリス

トでは, ｢人の話を聞く｣等のコミュニケーション態度の項目ではいいが, ｢友達を誘う｣などの

集団参加について課題が見られた｡また,教育的ニーズとしては『｢00を食べたい｣や｢00

をしたい｣など,自分の思いを適切な表現で伝えることができる』ということが挙がっている｡

2　にじいろタイムの個人目標

o　｢かして｣ ｢どいて｣ ｢ごめんね｣ ｢ありがとう｣ ｢やめて｣ ｢あそばう｣などの言葉や自分の

気持ちを,音声言語や文字カードなどで伝えることができる｡

○　簡単な問い掛けに答えたり,友達とかかわったりしながら,自分の役割を遂行することがで

きる｡

3　指導経過及び考察

本児は, ｢にじいろタイム｣を楽しみにしていて,朝の会で｢にじいろタイム｣のスケジュー

ルを説明すると｢ねえねえ,かして｣と役割演技のキーワードを言って,授業で取り扱う言葉が

言えることをアピールすることがあった｡生活場面では,状況や場面に自信がもてる言葉｢あり

がとう｣ ｢かして｣などは頻繁に使うことが多くなった｡本児のI期からⅢ期までの指導プログ

ラムの課題1の場面の指導経過を見てみる｡手順は次のとおりである｡

① ｢かして｣ ｢あそばう｣などの表現をしているビデオ動画(教師による演技)を視聴する｡

② ｢かして｣ ｢あそばう｣などの教師のモデリングを見る｡

③ ｢かして｣ ｢あそばう｣などのリハーサルをする｡

O I期からⅢ期までの手立てをまとめる｡

学 唸7(6h4�9�,�(ﾙmｨ+X.(+x*(.h*H,墜H髦,ﾈﾜ���/�(h匣,�+x.��ｲ�

習 唳o�ｨH�ｵｨ/�+x.傀yMH/�ﾙYL(,們ｩ��4ｨ�ｸ6�,Y/�麌+X,Bﾈ*(,(+X+ﾘ.x*(*(,ﾈ*�*ｩZｨ*�.�.h*H,�+x.��ｲ�

莱 唸ｦﾘ��,丿ﾉ;�+X,H*(,�*(,h輊.ﾘ.ｨ.侏駢H,���+X,H,ﾙo�ｨH�ｵｨ,ﾈ�MH/�)MImｨ決ﾗ�,�+X,Bﾉ�ﾂ�

境 倬�,ﾈ8(6h8ｨ984�/�ﾊ�,H*�.xﾗ8*H.h*H,�+x.��ｲ�

働 唸��,x.�+ﾘ+�,ﾉmｨ,ﾉ��,Xｻ8踪*ｨ8(6h8ｨ984�/�麌+x+�,h,�.h.な齷Zｨ,�.�,X*ｸ.鎚齷Zｨ.�.(,"�

てみたいという気持ちを高めることができるようにする○ 

･自信のなさから意思表示がスムーズにいかないときには,言葉掛けをしながら2枚のカー 

き �6�/�/�麌+Rﾉgｸ髦*ｨ4ｨ�ｸ6�,ﾉ(h*�.y��/�,YUﾈﾋｸ,X*ｸ.�.h*H,倡�x/�+x.愉�ｨ訷,丿ﾘ��,�6�*b�

掛 �.�+�,h,X齷�ﾘ/�ﾘ(-�ﾋ駢H,ﾈ5�8��ｸ5�,蔚ﾈ�ﾘ,h,(,�+�,H*(*ﾘ.h*H,�+x.��ｲ�

け 唸��,x.�:�ﾘ,ﾉo�ｨH�ｵｨ,�.h.に�ｨ訷,ﾈｴ8鰄+�/�ﾖﾈ*h+ﾘ.にI�訷,�6�.ﾘ.��陌�,ﾈ覈_ｸ/��ﾈﾋ��

したりすることができるようにする○ 

･対象となる言葉でなくても,場に合っている言葉が出たらすぐに称賛をする○ 
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匡二回　では,役割演技の場面では,教師の演じたビデオをじっと見ながら,その場面に合った言

葉を先に推測することができている｡意欲もあり, ｢やりたい人?｣の呼び掛けに積極的に手を

挙げて意思を伝えることができた｡しかし,手順③の自分でリハーサルする場面では,場面理解

はしているものの,黒板に書いてある本時の流れのほかの言葉に注目してしまい, ｢かして｣の

場面で次に取り扱う｢あそばう｣と言ってしまうことがあった｡これは,ビデオや教師のモデリ

ングを見て場面は理解しているが,自分が役割演技するときに自信がなく文字情報に頼ることか

ら起こると思われた｡

匝二団　では, I期で他の文字情報に頼ることで混乱してい

る場面が見られたため,文字カードを2枚提示し, ｢どっ

ちだと思う?｣とその状況に合った言葉を考えて選択する

ことができるように働き掛けを工夫した｡すると,自分で

状況を考えて選択することができ,自信をもって演技する

ことができるようになった｡うまくいったときには｢でき

た｣と自分で大きな拍手をして達成感を感じ取っていた｡

回国　では,場面は繰り返しの設定のため,今までの成功 写真7　｢ねえねえ　あそほう｣

経験からカードがなくても自信をもって演技することができるようになった｡役割演技の相手が

教師ではなく友達同士になっても,やり取りはスムーズにできるようになってきた｡気持ちが焦

って｢ごめんね｣という相手の言葉が言い終わらないうちに｢いいよ｣と言うことなどもあった

が,友達が表情豊かに｢ごめんね｣など表現するのを楽しそうに見ることで,やり取りのタイミ

ングも分かってきているようだった｡

4　応用場面について

(1)家庭での様子

家庭でも頻繁に｢ねえねえ｣という呼び掛けを使って

いる｡弟がテレビを見ていたとき, D児は他の番組が見

たくても言えずに,いつもならあきらめていた場面で,

しばらく考えてD児が弟に｢ねえねえ｣と呼び掛けてか

ら｢代えて(チャンネルを)｣と言うことができて嬉し

かったと母親から報告があった｡ (夏休みの連絡帳より)

I:.誓.薯rl腰rF 千 ･∴田∴- 剪y*｢縒r� ���爾�

灘義塾 ��
~-.-I.を貴重"~"-I- 偬I�����

T.i 一〇〇. �.王墓萱 

ら ��亦ﾒﾘ�eX爾� 

.ン′ 劔 

.亭∵二､ 十一∴ 薫S,=一一一 言,I+ら 劔�蒔Bﾒﾓ�r����� 

しこ軍蔓 劍ｵB�#ﾘ挽粐�ﾒs�rrb� 

写真8　｢ねえねえ　かして｣

(2)学級での様子

学級では｢にじいろタイム｣とは集団が違うが,同じグループの友達が4名いるため,ほかの

友だちとともに｢ねえねえ｣と呼び掛ける言葉を頻繁に使うことが見られる｡初めはパターンと

して｢ねえねえ,かして,ありがとう,やめて,あそばう,どうぞ,ごめんね｣など続けて言っ

て｢できた!｣と喜んでいたが,次第に教師とのやり取りの中で｢ねえねえ,かしてください｣

など,場面に合った言葉を使うことができるようになってきた｡そのような背景には,役割演技

をした場面と同じような場面であったこと,同じグループの友達と｢ねえねえ｣と呼び掛けて使

っているうちに,自信をもって使うことができる言葉のレパートリーが増えたということが挙げ

られる｡しかし,伝えられる場面や対象となる人が限られていることや,やり取りになると｢ご

めんね｡いいよ｣と待てずに相手のフレーズも言ってしまうことなどが今後の課題である｡
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【ほしグループの成果と課題】

1　成　果

(1)授業づくりについて

授業づくりの際,子どもたちの日常的な課題に直接アプロー

チできるような指導内容を設定することができた｡実際の授業

で取り扱うビデオや寸劇は,子どもの日常的な場面を素材にシ

ナリオを考えた｡このことが,子どもにも教師にも取り組みや

すく,意欲的な活動につながったと考える｡さらに, Ⅲ期にお

いて活動内容を応用できるようにするために,保護者に授業参

観及び授業参加してもらったことが｢子どものかかわり場面に

おける言葉掛け｣等,教師･保護者間での支援の共有化につな

がったと考える｡

(2)具体的な指導及び支援について

十日: 沌警 顔 翻-'1- ��r�∴茸.千 ヽ言 

1 68 _i 重.ヽ �,r�末曝爾��#��(��簫謦���ﾂﾒ�,ZH爾���"�

夢 ∴∴ ��(�(���X-x�"� ��

〟.ー -子､;,ik:. 

写真9　保護者参加の授業風景

学 冒 環 撹 唸ﾙYL(,冏ｹ?ｨ,ﾉzﾈ.ｨ/�/�麌+ZIn闖8/�:�*�+X,Hﾚ�.(,(,H*(.�,h+�.ｸ*ｩZｨ*�.�.h*H,�+x.���･リハーサルの順番を写真カードで提示することで,いつするのか分かるようにする○ 
･文字カードや絵カードは､他の場面でも使用できるように手持ちができるような大きさにする｡ 
･料理ごっこの材料は,ひもや色紙など日常身近にあるものを素材とする○ 
･エプロンを付けたり.メニューに実物の写真を掲示したりして,興味.関心がもてるようにする〔 

教 唸ｻ8踪,ﾈ8(6h8ｨ984�,ﾘｻｹj�隴bﾈ-�/�ﾘ(-�.�+ﾘ-�,鎚+ｸ,ﾈ�ｨ,ﾈ��ﾘ,X,ﾘ,�*ﾘ7(6h4�:陞h,Xﾊ�.�.h*H,�+x.��ｲ�･帽子をかぶって(ビデオと同じもの)役割を分かりやすくする○ 

節 唸齷Zｨ*�.xﾌH-�ｧﾈ*�.x.ｨ.�.h*H,�(,ｸ*h,ｸ*j8,h�ｵｨ,ﾈ�+�+X,ﾈ7H8ﾈ�ｸ5�/�ｺI,ｨ,�+x.��ｲ�
の 唸ﾋ駢H,ﾈ-�*�,鎚､x4ｨ�ｸ6�.)[h鬨4ｨ�ｸ6な5H4898/�w�*(,Ivﾈ��,��ｩlｨ,ﾉ(h,YUﾈﾋｸ*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.��ｲ�
轍 唸.(.稲h.�,ﾈ�ｩlｨ,X,ﾒﾈ��,x.�*ｨﾖﾈ*h,IUﾈﾋｸ+x.�-ﾈ,Xﾋ駢Hｧﾈ*�/�ﾋ�.x+X,I�(,(.h*H,�+x.��ｲ�
き 唸�ｵｨ*ｨ�.ﾘ,�+ﾘ.z(*(*(,X+x*日8,iti$(,兌x*ﾘ�ｩlｨ/��ﾙ.�+Rﾊ(�ｸ�ｸ*ｨ�8訷,�,X*ｸ+ﾘ,ｺ99痛ti$):��
掛 俶ﾙDh-�x*H.h*H,�+x.��ｲ�
け 唸齷�ﾘ*ｨ,�*(��,x.�,�,ﾙ4ｹ��,蔚ﾈﾋｸ*ｨ,X*ｸ+ﾘ�ｭH,傲ﾈ裴+Rﾈ7H4(�ｸ6�6�6(4�,X*ｸ.�.h*H,�+x.��ｲ�
･ターゲットにしている言葉以外の表現をしたときにも｢そういう言い方もあるね｣と十分に称賛する○ 

(3)応用場面について

家庭や関係機関においては『人の間に割り込んで入ることが多かった子どもが｢どいて｣と

言えるようになり,本人や周囲の人たちも不快感が減ってきたこと』 『不快なことがあると泣

きわめいていた子どもが,泣く前や泣いている途中で理由を伝えることができるようになって

きたこと』 『お店で知らない人にぶつかったときに自分から｢ごめんね｣と謝ることができた

こと』などの報告を受けている｡このように,子どもたちは授業以外の場面においてもよさや

もてる力を発揮できており,保護者のアンケートでは, ｢本取組により変容が見られるように

なった｣の項目で平均5.7/7の評価が得られている｡さらに, ｢チェックリスト｣によると,

｢コミュニケーション態度｣ ｢やりとりの流暢さ｣ ｢自分の立場の主張｣の項目で,すべての子

どもに達成率の上昇が見られている｡

2　課　題

今後は,一人一人に有効な手立てを学校,家庭,関係機関で共有しながら定着化を図っていく

こと,保護者との情報交換会やアンケートなどから明らかになった｢タイミングよく適切な言葉

を発してほしい｣ ｢丁寧語が使えるようになってほしい｣ ｢感情を伝えられるようになってほしい｣

などの願いについても対応していくこと,などが課題であると考えている｡また,子どもたちが

今回の指導を通して培ってきた｢よさやもてる力｣を,身近な人や場以外でこれまで以上に発揮

したりバリエーションを豊かにしたりするために,どのように取り組めばよいかを整理し,指導

プログラムにどのように反映するか今後継続して検討していくことが大切になる｡

-47-



｢はなグループ｣

1　はなグループの考え方について　　　　　　　　　　　　　　　1

(1)学習集団について

はなグループ4名の子どもたちの教育的ニーズは, ｢身振りや指さしにより要求を伝達する｣

｢言葉,身振り,写真カード,音声表出言語などにより,自分の要求や思いを伝えたり,相手の

要求や思いを受け止めたりする｣などである｡これを,自立活動の指導内容の視点で見ると,コ
.)

ミュニケーションの｢コミュニケーションの基礎的能力に関すること｣ ｢言語の受容と表出に関

すること｣ ｢言語の活用と表出に関すること｣ ｢コミュニケーションの手段の選択と活用に関す

ること｣のそれぞれと関連している｡また,研究の大きな目的である学習成果の日常化という視

点で考えると, ｢状況に応じたコミュニケーションに関すること｣の内容も含んでいる｡

子どもたちのコミュニケーションの実態を見てみると,現段階では音声表出言語で言葉のやり

取りを行うのが難しい状況である｡子どもたちは,それぞれ何らかの形で自分の意思を伝えよう

とする力をもっており,日常場面では信頼できる人や身近な大人には伝えようとする意欲は感じ

られる｡これが,このグループの子どもたちの｢よさやもてる力｣であると考える｡しかしそれ

は,十分に伝わるスキルとしては培えておらず,日常生活の様々な場で学習されている段階であ

る｡そのため,自分の意思が十分に伝わらないために人とのかかわりが広がらなかったり,遊び

の形態が一人遊び中心になったり,また,人との意思のやり取りの中で伝えたり気持ちを整えた

りすることなどが難しいため,かかわりの中でトラブルに発展したりすることもある｡

(2)ねらい

そこで,教育的ニーズと自立活動との関連において,以下のようなねらいを設定した｡

一人一人のよさやもてる力を生かして,絵カードやサインなどを使うことによって自分の要求 

や思いを伝えたり,相手の思いを受け止めたりすることができるようにする｡ 

(3)活動設定について

人と共に豊かな時を過ごすためには,まず日常的に自分自身や身近な人を意識して行動する

ことができるようになることが必要である｡そこで,自分の要求や思いを身近な人に伝えられる

ようになることから始め,次第に伝える相手や要求の方法を広げるとともに,相手からの思いを

受け止めることにも取り組んでいきたいと考えた｡

さらに,このグループの子どもたちは対人関係が大人中心であることから,日常的に自分の

意思を分かってもらっていることが多く,そのため自らの意思を伝える方法は未熟なまま日常生

活を過ごしてきたと思われる｡対大人との伝えるスキルを向上させながら,子ども同士で伝え合

う場面も意図的に設定し,同年代の子どもとのやり取りの経験を繰り返す中で,自己の思いが伝

わった満足感や相手の思いを受け止める感受性を育てたい｡このような学習をすることで,更に

伝えたい,かかわり合いたいという意識がはぐくまれるのではないかと考えた｡

(4)指導及び支援の手立てについて

Ⅱ期では,中心的な学習活動として, ｢お返事,はい｣ ｢これ,どうぞ｣ ｢これ,ちょうだい｣

の三つの活動を行った｡ 1単位時間の基本的な学習の流れとしては,大まかな活動内容は統一し

ながら,一人一人の活動の細かな設定や支援の程度はそれぞれの課題に合わせて構成した｡

｢お返事,はい｣の活動は,呼名に対して返事をする活動のことである｡子どものもてるカ
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を考慮して｢挙手をする｣ ｢挙手に音声を添える｣という違った目標を一人一人に設定した｡

｢これ,どうぞ｣の活動は,写真カードを介して,友達や教師に果物(模型)を渡す活動の

ことである｡この活動には, ｢渡す相手を確認する｣ ｢指示された物を取る｣という二つの確認

作業があるが,その際に音声,写真カード,音声と写真カードを組み合わせたものなど子どもの

もてる力によって指示の仕方,確認の仕方を変えた｡また, ｢実行を支える働き掛け｣として,

身体ガイダンス,モデリング,指さし等を必要に応じて行った｡

｢これ,ちょうだい｣の活動は,好きなおやつを選んで教師

に要求して食べる活動のことである｡この活動では,写真カー

ドの中から食べたいお菓子を選ぶ際に｢指さし｣ ｢指さしに音

声を添える｣ ｢教師の肩をたたくなどの注意喚起をしてから伝

える｣などの方法を行い,子どもによっては, ｢自発を促す働

き掛け｣も行った｡また,それぞれの活動において｢達成感を

高める働き掛け｣として,よくできたら,すぐに大げさな表現

写真10　｢これ,ちょうだい｣

要求を伝える様子

で称賛するようにした｡

Ⅲ期では, Ⅱ期の活動に加えて子ども同士の｢お店屋さんごっこ｣を行った｡店員には現状

でおやつを渡すことができる子どもを選び,買う活動(お客役)はすべての子どもが行った｡

このことによって,お客役の子どもは,教師(大人)ではなく,友達(子ども)に要求を伝え

ることができた｡また,店員役の子どもは,友達の要求を受け止めてそれに応じるという経験

ができた｡

学習環境は, ｢やりたい環境｣として,学習の順番を数字カードとともに写真カードで提示し,

現在,どの活動を行っているか分かりやすくするために,矢印で指し示すようにした｡また,

一つの活動が終わると写真カードを取り外し,活動が終わったことを分かりやすいようにした｡

｢わかる環境｣としては,子どもと教師の位置や動線を配慮した｡さらに, ｢できる環境｣とし

ては,一人一人の子どもの状態で必要な環境を整えられるようにした｡ ｢できたと思う環境｣と

してQa,言葉掛け等による即時の称賛を行うようにした｡

2　指導プログラムについて

本グループの指導プログラムの概要は,以下のとおりである(○は指導時数12時間を表す)｡

期 乖�:�>�vR�指導目標 

I ��ｸ齷Zｨ,ﾉuh-�+ﾘ*)uh-�/����4ｨ�ｸ6�.(､x4ｨ�ｸ6�,Y����+R�･絵カードや写真カード,サインなどで,自分の欲し 

認 �,I6�*h.��ｲ��ｸ齷Zｨ,ﾉ��-x+ﾘ*(*�倡�/����9�/�諄,�,Iwhｸ�+x.停�い物(お菓子等)を伝えることができるようにする○ 

Ⅱ ��ｸﾌIkﾈ,���+X,I]H馼/�+x.�(*云H饕ﾈ,ﾘ**8�ｲ�･写真カードや音声言語を手掛かりにして,指示され ○グループの教師や友達に物を渡す○ �+ﾙZ�/�4�8ｸ�ｸ7h,ﾈｻ8踪.)ti$(,�6�+x+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*B�

期 唸惓Zｉlﾘﾅ笘/�ti$(,�6�+xｨ�:��にする○ 

⑫ ��ｸ齷Zｨ,ﾉw�+X*(*�倡�/�����+X,Iwhｸ�+x.��ｲ�･欲しいお菓子を要求することができるようにす る∩ 

Ⅲ ��ｸﾌIkﾈ,���+X,I]H馼/�+x.��ｲ�･自分の欲しい物を友達に伝えることができるように ○友達に物を渡す○ �+x.��ｲ�

期 ��ｳ(4�8ｸ�ｸ7h,兒ｨ*�.ｨ,H齷Zｨ,ﾉ��-x+ﾘ*(*�倡�/������･友達が希望した物を品物の中から取って,その友達 
⑫ �+X,Iwhｸ�+x.��ｲ��ｸｻ8踪.)ti$(,俾兒ｨ,ﾉw�+X*)Z�/�6�*h+ﾘ.に�ｨ訷*ｨｯ9eﾒ�+X+ﾙZ�/�+ｸ,ﾉ�ﾈ,�6�+X+ﾘ.�+x.�(*�5��+8/�+(,�+�2��に渡すことができるようにする○ 

Ⅳ ��ｸﾌIkﾈ,���+X,I]H馼/�+x.薬�･自分の要求をグループ以外の人に伝えることができ 
○友達に物を渡す○ �.�.h*H,�+x.薬�
○2グループに分かれて自分の食べたいお菓子を選択 唸4�8ｸ�ｸ7h決､�,ﾉ�ﾈ,ﾉwhｸ�/��8*�?ﾈ.ｨ,Bﾈﾗ9:�+x.�+��
期 �+X,Iwhｸ�+x.��ｲ�とができるようにする○ 

⑫ ��ｸ*(.ｸ*(.ｸ,��ﾈ,冽hｸ�/�6�*h+ﾘ.に�ｨ訷,ﾉwhｸ�/��8*�,B�ﾗ9:�+X+ﾘ.�+x.��ｲ�
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はなグループ　実践例5　E児 (小学部1年生　男子)

1　E児の実態と課題

要求は主にクレーン行動を用いて伝える｡頻度は少ないが,音声言語による一語文(例えば｢は

さみ｣等)で要求を伝える姿も見られる｡言語理解は十分でないものの,日常的によく使う単語や

｢タオル持ってきて｣などの動作語は理解していて,指示どおりに行動することができる｡

頻度は少ないが,自分から人にかかわろうとしたり,自分の気持ちを伝えたり,他者の要求に応

じたりする姿などが見られることがあるため,自分の要求を他者に伝えたり,他者の要求に応じて

行動したりする力を高めることで人との関係を広げていけると考える｡具体的には,音声言語での

要求が十分でないことや,視覚的な物を手掛かりに自発行動が見られることを考慮し,音声言語に

加えて写真カード等の視覚的手掛かりを示すことで,自分の要求を確実に伝えたり,他者の要求を

理解して行動したりすることができるよ･うにする｡

2　にじいろタイムの個人目標

○　写真･絵カードを相手に渡したり,音声言語を使ったりして,要求を伝えることができる｡

○　写真･絵カードを手掛かりに,音声言語で指示された物を相手に持っていくことができる｡

3　指導の経過及び考察

※　本児は1年生で, 4月に入学したため第Ⅱ期からの取組である｡

学 唸ｧx�,ﾉzﾈ.ｨ/����4ｨ�ｸ6�,X麌+Rﾈ�.ﾘ,�+ﾘ.x､�+X,H*(*ﾓ�ﾚ(.(.�+ﾘ*(ｬ(ｺｺ2�

習 唸昆:�*ｨ+X.(+x*):��ﾈ,Xﾗ8*C�ﾚ(.ﾘ*�.豫(ｺｺ2�

環 唳Z�,ﾈ.(.稲h.�,ﾈｨ�:�,�,ﾒﾈ､r韲ｩ��4ｨ�ｸ6�/�麌+X+ﾘ.域x,�+ﾘ.�+x.��ﾚ(,X*ｸ.豫(ｺｺ2�

境 唸､x4ｨ�ｸ6�.(尸�ｨﾋ靜ｨ,Y��-x+ﾘ*(*�.(,(/�whｸ�+Y��-x.�+�,h,Yi��ｸｫH*ｨ.�,H.�.h*H,�+x.��ﾚ(,X*ｸ+ﾘ,h輊*Hｬ(ｺｺ2�

働 唸ｨ�:�/�ﾗ8*Hﾝｸ,�,ﾒﾉTｸ+郁ｹ�ﾈ/�ﾘx.ﾘ+�,Bﾈｦﾘ��,�6�*h,H*�.x跖-�.停�
き 唳Z�.)�ﾈ,h,ﾈ*�*�.ﾘ.�,X,ﾒﾈ+ｸ.ｨ/�ﾊ�,HｦﾙDh+x.鎚�8�+x.�+�,h,冕x�8+x.停�

掛 唳��-x+ﾘ*(*�.(,(/�6�*h.�,h*ｸ,ﾒﾈ尸�ｨﾋ靜ｨ/�処*ｸ�+x+ﾘ-�,仆8踪*ｨﾎｩ:ｨ/�ﾋ�*H+�,h,YJﾙ�ﾘ*ｨ,X*ｸ.�.b�
け �*H,�+Rﾈ,X*ｸ+ﾘ.x+x*�,�*�.(,(/�6�+X,I��-x.x.ｨ.�.h*H,�+x.��ﾚ)$)�ﾈｫH/�ﾘ(-�.�:ﾘ*ｸｧﾈ*�2�

哩陽

呼名に対して音声言語や挙手で返事をする活動では,取

組初めのころは呼名をする教師の顔を見る時間が短く挙手

も確実ではなかったが,次第に教師と視線を合わせて挙手

(タッチ)するようになった｡音声言語を聞いて友達の写

真カードを選び本人に渡す活動では,間違えずに渡すこと

ができたが投げるような渡し方であったので,相手の顔を

見ながら渡す(｢どうぞ｣という意思を伝える)指導も併せ 写真11呼名に挙手で返事するE児

て行った｡音声言語を聞いて果物(模擬)の写真カードを選び,かごに入れて友達-渡す活動で

は,選定はほとんど音声のみででき,聞いた言葉を言いながら確実にその物をかごに入れること

ができた｡写真カードを頼りに友達-も,間違わずに持って行くことができた｡絵カードで食べ

たいおやつを伝える活動は関心が高く,意欲的に取り組むことができた｡食べたい物と絵カード

が一致して,自分の意思が十分伝わる場面になった｡また,おかわりの表現(手を挙げる,音声

言語で伝える, ｢はい｣ ｢ちょうだい｣ ｢せんせい｣など)で自発を促したところ,肩をトントン

たたいて｢せんせい｣ ｢ちょうだい｣と表出し,絵カードを指さす行動が見られるようになって

きた｡
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岡醍

呼名に対して返事をする活動では,発声を促すと小さ

い声ながら｢はい｣と答えるようになった｡音声言語を

聞いて果物(模擬)の写真カードを選び,かごに入れて

友達-渡す活動では,教師の言葉掛けで少しずつ相手の

顔を見ながら渡す場面も見られるようになった｡絵カー

ドで食べたいおやつを伝える活動では,音声言語での要

求が定着してきた｡おかわりを欲しそうにしているとき

は,教師が後ろ向きで肩を出して,手を肩に当ててモ　写真12　言葉とサインで要求を伝えるE児

デルを示して｢せ｣ ｢ち｣と語頭を促すと, ｢せんせい,ちょうだい｣と言うようになった｡教

師が振り向いて｢はい,何が欲しいの?｣と写真カードを示すと, ｢せんせい,ポテト,ちょう

だい｣と言えることもあった｡このような活動を繰り返すことで,要求の仕方が分かり何回も要

求するようになった｡また,担当の教師を代え,いろいろな人に伝えられるようにした｡お店屋

さんごっこの活動では,欲しい物を友達に伝えるようにしているが,ここでは,まだ支援を要す

るものの,教師と培った｢伝える力｣を使って友達に伝えることができるようになりつつある｡

本児は,興味のある物(好きな食べ物)や知っている物を教材にして活動を促すと,行動が

より意欲的になった｡このことは,興味･関心のある物(こと)を題材にして課題に沿った手立

てを行った結果,本児のよさやもてる力(伝える力)を発揮してきたものと考えられる｡また,

指示を聞く際の教師への注視時間や,学習時間に座って待っている時間が長くなるなど行動面で

も変化が見られた｡これは, ｢にじいろタイム｣の時間に何をするかが分かってきたことと,そ

れが興味･関心のある教材で行われることが原因であると推察される｡さらに,おやつを要求す

る活動の取組のようにその場に応じた音声言語が表出してきたことは,言葉やカードで伝えるこ

とで自分の思いがかない(要求するとお菓子がもらえる),その喜びから伝えようとする意欲が

喚起されてきたのではないかと推察される｡

4　応用場面について

学級では, ｢自転車｣ ｢トランポリン｣などの写真カードをコミュニケーションボードから外し

て,教師のところへ持って来て要求する行動が定着してきた｡このような自発行動があった際は,

即座に対応することで行動を強化するようにした｡また,着替えの際は, ｢手伝って｣と録音され

ている音声出力装置のスイッチを押して,ホック掛けなど,手伝ってほしいことを伝えることがで

きるようにもなってきた｡音声出力装置の使用により,様々な場面で｢手伝って｣の言葉を表出す

ることができるようにもなってきた｡給食時は,それまで茶碗を差し出しておかわりの要求をして

いたが,教師の肩をたたきながら｢先生,ちょうだい｣と言ったり,写真カードを用いて｢00先

生,ごはんをください｣と表現したりすることができるようになってきた｡このように,要求を卓

心に他者を介して写真カードや言葉を用いたやり取りをすることができるようになりつつある｡さ

らに,本取組を開始してから,アイコンタクトの成立,遊びへの誘い,笑顔が多く見られるように

もなってきている｡このことは,授業を通して他者とのやり取りの面白さや伝わったという喜びが

蓄積された結果であると考えられる｡また,本児の興味･関心が高い写真カードや音声機器などの

使用により,自発行動が促進されたとともに,要求行動に対する即時の強化が行動の定着に結び付

いてきているものと考えられる｡今後は,家庭においても同様の力が発揮できるように家庭サイズ

の教材･教具の検討,支援のp仕方の共通理解などを中Ltとした連携,強化が課題である｡
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まなグループ　実践例6　F児

1　F児の実態と課題

(小学部4年生,男子)

本児は,発語は少ないものの,大好きなトランポリンやチューブブランコなど粗大運動を一緒に

したり,手伝ったりしてほしいなどの要求を伝えることができる｡要求を伝える際は,相手の手を

引っ張ってその場所まで連れて行って,自分の両手を合わせる,もしくは両手の手の平を上に向け

て｢ちょうだい｣のサインをしたり,アイコンタクトでしてほしいことを要求したりする｡一方,
l-

授業中は見通しがもてなかったり,集中力が持続できなかったりするために離属し,教室から出て

行こう上したり,自分のしたいことをしようとしたりする｡本児の強い要求場面は,遊び(チュー

ブブランコを揺らしてほしい等)や食に関する場面である｡そこで,本活動では,本児が自分の要

求を相手に伝えたり,他者の要求を理解してそのとおりに行動したりする力を高めることが重要で

あると考える｡具体的には,本姫に視覚的な手段が有効であることから,写真カードや絵カードを

使って自分の要求を他者に伝えたり,他者の要求を理解してそのとおりに行動したりすることがで

きるようにしていきたい｡

2　にじいろタイムの個人目標

○　要求を代替手段(写真カード等)も使いながら相手に伝えることができるようにする｡

○　他者からの要求( ｢○○を取ってね｣等)を受け止めて行動することができるようにする｡

3　指導の経過及び考察

F児の授業場面(主にⅡ ･ Ⅲ期)における学習環境と教師の働き掛けについて,以下に示す｡

学 唸ｨ�:�,ﾈ���/��8*�.x屬ﾙ¥�-x,Bﾈｧx�,ﾉzﾈ.ｨ/�麌+x�ｨ蒔(.ﾘ*�.豫(ｺｺ2�

習 唳gｸ髦,ﾈﾔH*ｸ,�*�倡�/�諄*B籘(.(.�+ﾘ*(ｬ)Zﾚ2�

環 唸���4ｨ�ｸ6�/�諄,�,H惓Zｉlﾘﾅ笘/�6�+y�ｨ訷/�麌+s�ﾚ(,X*ｸ.豫(ｺｺ2�
境 唸､x4ｨ�ｸ6�.(���4ｨ�ｸ6�/�諄,�,Bﾉwhｸ�/��+x+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.��ｨ蒔(,X*ｸ.豫(ｺｺ2�
･適切に要求できたら,お菓子をもらってすぐに食べる0-｢できたと思う環境｣ 

働 唸惓Zｉlﾘﾅ笘/�6�+y�ｨ訷/�ｦﾙDh+x.�.h*H,鎚���/�輾+8+X,I(ﾘ雕+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,��8+v��
き 唳gｸ髦*ｨ輾麌+8.ｨ+ﾙZ�,h,ﾘ��*IZ�/�竧.ｸ*H,h+X+ﾘ.な輾麌+8.ｨ,H*(,�*)ti$(,�ｩZ�/�6�+ｸ*H,h+X,H*(.��
掛 �,h*ｸ,�,ﾒﾊ(+�*ｨ*H.j8,hﾋ�,�,I&ﾘ.x+�+ﾘ.に6�+x-x*ｹti$(,ﾉ_ｸ,��ﾈ/�ﾏﾈ*�.�.h*H,竸(�+X+ﾘ.�+x.停�

け 唸輾麌,x*�.�,�ｩZ�/�ti$(,�6�+�+ﾘ.に�8+X*ﾙwhｸ�,X*ｸ+ﾘ.�+X+ﾘ,h*ｸ,�,ﾘ*�倡�/�6�+X,�*ｨ.x�裴+x.停�

田圃

友達の顔写真をその友達に渡す活動や果物を友達に渡す活動では,初めは一番近くに座っている

友達に渡そうとする傾向があったが,教師が友達の写真に注目するように指さしをしたり,本児の

手に教師の手を添えて写真を指さしできるようにしたりすることで,渡す友達を意識し,正確に渡

すことができるようになってきた｡

お菓子を要求する活動では,何度も繰り返して要求する等,自分から要求を伝えようという意欲

的な姿が見られた｡しかし,要求手段がちょうだいのサインや関連する具体物の提示(皿を差し出

す等),アイコンタクトなど一貫していなかった｡

哩醒

お菓子を要求する活動では,本児が要求の絵カードを提示するという手続きで取り組むことにし

た｡毎回, 1回目の要求のときは,本児が手続きを忘れているために教師の指さしなどの支援が必

要ではあるが,確実に成功回数が増えてきた｡絵カードについては,初めは欲しいお菓子の絵カー

ドを提示するだけであったが,途中から｢お菓子の絵カード｣と｢『ください』の絵カード｣とい

う2枚のカードで文を構成することに取り組み,ときどき順番を間違えるものの,成功回数が増え

-52-



てきた｡これは,後述するようにほかの学校生活の場面でも同じ手続きで要求を伝えることに取り

組んでいることとの相乗効果がかなりあるのではないかと考えている｡

お店屋さんの活動では,友達に自分の欲しいお菓子を絵カードを使って伝えようとする姿が見ら

れた｡

4　応用場面について

給食場面では,以前は,好きな食べ物を近くの友達や

教師の皿から取って食べてしまうことがあった｡しかし,

欲しい物を要求すればもらえる(食べることができる)と

いうことが,繰り返し取り組むことで分かり,欲しい料

理を要求する際に,その皿を持ち上げて教師に要求する

ことができるようになってきた｡

2学期から,自分の欲しい物の絵カードを教師に渡す

ことで要求を伝えて手に入れる(食べる)という｢にじい

ろタイム｣のお菓子を要求するときと同じ手続きで取り

組むことで,欲しい物を伝えることができるようになっ

た｡また,要求を伝えるだけでなく, ｢好きなものを食べ

たいのなら,少し苦手な物も頑張って食べて｣という教

師の要求を受け止めて,苦手な物を少し口にしてから,

好きなものを食べるという交渉も成立するようになって

写真13　絵カードを渡して要求を伝えるF児

写真14　要求を伝える絵カード(2語文)

きた｡

なお,絵カードで要求する手続きでは, ｢食べ物の絵カード｣ + ｢『ください』の絵カード｣の

2枚のカードでの文構成にも取り組み,成功回数が増えている｡この手続きには,校内宿泊の食事

の場面でも取り組んだ｡日常生活訓練棟という別の場所でもできたということは,場の広がりであ

るととらえている｡

本児は,休み時間等の自由時間にチューブブランコやトランポリンで遊ぶときに,これまでもサ

インやクレーン行動で要求を伝えていたが,友達がチューブブランコに乗っている場面では,どう

してよいのか分からずにあきらめて,ほかの遊びに移っていってしまうということがあった｡しか

し,自分で交渉できないときは,教師を介在させて代わりに交渉してもらうことで,友達と交渉で

き,自分の要求が伝わるということが分かり,友達がチューブブランコに乗っているときに教師に

伝える場面が多く見られるようになってきた｡交渉の際は, ｢○○君は,あと10回揺らしたら交代

してくれるから,待っていようね｣などと教師に言われ,しばらく得たざるを得ない場面もあるが,

それでも待つことができるようになってきた｡

以上のようなことから,本児は,他者に要求を伝えることで自分の要求が受け入れられることが

分かり,伝えたいという気持ちが高まってきていると考えられる｡また,自分の要求を伝えたり,

相手からの要求を受け止められるようになってきたことで,本児との交渉が成立し,以前よりも待

つことができる時間が長くなってきたことも成果であると考えられる｡今後は,要求の伝達方法を

確立することと,要求をほかの場や場面,ほかの人でも伝えられるようにしていくこと,つまり,

場や場面,人(柏手)を広げていく取組が必要である｡
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【はなグループの成果と課題】

1　成果

(1)授業づくりについて

授業づくりに当たって,日常のコミュニケーションの様子や子どもの好きな物などについての

保護者記入の｢コミュニケーションに関するアンケート｣や,学級担任から学級での様子につい

ての情報を基に,指導内容の検討や指導プログラムの作成をすることができた｡

また,本グループでは, 4人という小集団で刺激の少ない環境で落ち着いて取り組んだり,友

達の様子を見ながら活動したり,子ども同士でかかわり合ったりすることで,安心感をもち,自

信を付けて,積極的に行動できる場面が増えてきた｡

(2)具体的な指導及び支援について

授業においては,全体で同じ活動を行いながら,

一人一人に応じた指導及び支援を行ったところ,次

のような成果があった｡音声言語の表出が課題であ

る子どもに対して,教師がモデルを示したり,単語

の語頭を言ったりして音声を添えるように促すこと

で,使える音声言語(｢ちょうだい｣ ｢てつだって｣

など)が,増えてきた｡教師の表情を行動の正誤の

吐≡l-r書､er.陣門萱草Ti' ∴∴∴ ∴-∴-∴∴ 

擁 ��i.-r昭*:'笠.,.騨調 I 

4 

I ､,-1'-一塊_､ ∴-一連三塁手∴ ･避隅議懸圭 

逆流ddf.Gブ二一書 

写真15　お店屋さんごっこの様子

判断材料にしていた子どもの背後から指示を出すよ

うにしたことで,言葉による指示を聞き取ろうとする姿が見られるようになった｡自ら注意喚起

するのが難しい子どもに対して,その子が注意喚起をしなければならないような状況を意図的に

設定することで,手で相手の肩など体の一部に触れて自分から伝えようとする姿が見られるよう

になった｡お店屋さんごっこの店員役を教師と一緒にすることで,自分の要求を伝えるだけでな

く,相手からの要求を受け止めてそれに応じるということを経験をすることができた｡

(3)応用場面について

本グループの子どもたちは,伝えたいことはあっても,伝えるための十分なスキルがまだ身に

付いていない子どもたちである｡家庭やほかの場面での応用というよりも授業以外の場面で,少

しでも同じような手続きで要求を伝えることこそ,この子どもたちの応用場面であると考えてい

る｡具体的には,絵カードなどを授業以外の場面(給食時間や休み時間)や家庭でも使うことに

よって要求回数,成功の確率が上がってきている子どももいれば,休み時間などに要求場面で自

分から｢せんせい｣と言って注意喚起をする回数が増えた子どももいる｡また,学級でコミュニ

ケーションボードから遊びたい物の写真カードを教師のところに持って来て遊びたい意思を伝え

たり,場所の写真カードを見ながらその場所まで移動したりすることができるようになってきた

という子どももいる｡さらに,写真や実物を示して積極的に意思表示しようとする様子が見られ,

友達とのかかわりも積極的になり,笑顔が増えてきているという報告も受けている｡

2　課題

課題は,それぞれの実態が多岐にわたるため,集団でまとまって活動するための活動設定に難し

い面があったことである｡また,今後はコミュニケーションブック等,使っている物の活用の定着

化に向けて取り組んでいくことが必要であり,本取組で獲得したものを,日常生活の中でも活用で

きるように,保護者や関係機関と更に連携し,子どもたちの伝える相手や場の広がりを図っていく

ことを重視したいと考えている｡
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(1)研究の成果

本研究では,よさやもてる力を発揮する子どもを目指した自立活動の授業づくりに取り組ん

できたが,その中でいくつかの成果や課題が明らかになった｡以下,研究内容ごとに述べること

にする｡

①　研究内容1の成果

r"~"~"~"~"~"~"~"~"~"~"~"~"~"~"~"~"~"~"~"~"~"~"~"~"~"~.~.~"~"~"~"~"~"~"~"~"~"~"~.〟"~"~"~"~"~.~"~"~"~"~"~"~"~"~"~"~"~"~"~ヽ

I

; ○　自立活動の時間における指導として｢にじいろタイム｣を設定して取り組み,課題であっi
i                                                                                                                         I

;た｢コミュニケーション｣や, ｢社会性･集団参加｣の領域に直接アプローチすることがでi

i　きた｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　;

I                                                                                                                        I

i O　教育的ニーズにこたえるためにアセスメントを実施し,その分析により教育的ニーズに応i
～                                                                                                                        i

!　じた学習集団を編成することができた｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　;

≡ O　学部ミーティングや各グループことの軽業ミーティングなどを行うことで,教師間の連携;
i                                                                                                                                 i

-　　や情報交換がスムーズになった｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,

i                                                                                                                        -

≡ O　プログラムが始まる前に,手立てについての共通理解のための学部ミーティングを行うこ:

;　とで,学級での取組を生かした授業づくりをすることができた｡　　　　　　　　　;
I                                                                                                                        i

i O　保護者が授業に参加し,どのような樹き掛けをしたらいいかを実際に体験することで支援i
I                                                                                                                        I

一　　に関する共通理解を深めることができた｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:

②　研究内容2 ,研究内容3の成果

○　具体的な手立てについては,学習環境の四視点や働き掛けの三視点で見直すことで,一人

一人に応じた手立てを工夫することができた｡物理的環境については,どのグループも集団

や個に応じた工夫を充実することができた｡学習環境リストにある｢b情報提供｣について

は,活動内容･順序は働き掛けの中でも取り扱うので,学習環境と働き掛けに分けられない

ことが分かった｡

○　子どもたちのよさやもてる力を生かしたり,興味･関心に基づいた活動内容や学習環境の

設定をしたりすることで,意欲が高まるなどの成果があった｡

○　授業のビデオを見て授業ミーティングをすることで,具体的な手立てについて教師間で意

見交換や共通理解をすることができた｡

○　授業ミーティングを行い,有効な手立てやうまくいかなかった手立てについて話し合うこ

とで,一人一人に応じた手立てを毎時間ごとに改善することができた｡

○　家庭でもできる集団ゲームや,子どもたちの日常生活場面でのやり取りを授業の内容で取

り扱うことで,家庭で兄弟姉妹と一緒に遊ぶことができたり,やり取りができたりするなど

人と共に豊かな時を過ごす場面が見られた｡

○　チェックリストの分析から,それぞれのグループのねらいとする項目の伸びが見られた｡
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(2)今後の課題

○　一人一人に有効な手立てを支援関係者と共有する状況を作ることはできたが,定着したとは

言い難い｡また, ｢にじいろタイム｣で獲得した力を家庭や関係機関で応用するときに,学習

環境はつなぎやすいが,働き掛けについては,情報提供等だけでは伝わりにくい面もあった｡

そのため,保護者参加の授業を継続して行ったり,必要に応じて家庭や関係機関に出向いて実

際に支援をする機会を設けたりするなどの取組を進める｡

O　｢にじいろタイム｣の実施時期と評価については,個別の教育支援計画や個別の指導計画と

の関連を図りながら再検討する｡

○　自立活動の全体指導計画作成等,他学部との連携を図りながら,全校体制で系統的な指導を

確立する｡　　　　　　　　　　　　11

0　アセスメントで活用した｢自立のためのLDプログラムチェックリスト｣は,実態把握と評

価に関して客観的な視点をもつためには有効であったが,更に充実させるためには,子どもた

ちの実態に合わせて一つ一つの項目の分析をする必要がある｡

○　学部ミーティングや授業ミーティングにおける情報交換により,全職員で有効な手立てを共

有することができたが,時間調整籍が難しかったため,今後は簡便なミーティングや情報交換

ができる時間設定を検討する必要がある｡
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